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学部長挨拶

法学部に関心のある皆さまへ

九州大学法学部長
田 中　教 雄

　九州大学法学部は、法学・政治学教育を通じて、地域杜会、

日本社会、国際社会でリーダーシップを発揮しうる創造性

豊かな人材の養成を目指しています。

　そもそも法学・政治学とは何でしょうか。

　社会のあるところに法あり、といわれることがありますが、

社会生活を営むうえで、何らかのルールが必要であることは

疑いないでしょう。ルールがあれば、ほかの人の行動も予測

することができ、安心して暮らすことができます。社会生活

でのトラブルを未然に防ぐこともできます。また、仮にトラブ

ルが起きたときにも、ルールにしたがって解決できます。

　法は、社会生活におけるルールの１つです。法学・政治学

は、このようなルールがどのように作られるのか、作られた

ルールがどのように維持・修正されるのか、また、どのように

理解され、適用されるべきなのか、さらには、どのような歴史

を持っているのか、どのようなルールが望ましいのか、どの

ように使われているのか等について研究する学問です。

　最近では、社会のグローバル化に伴って、日本人や日本の

企業が世界中に出かけていって活動しています。逆に世界

中の人や企業が日本に来て活動をしています。このように

グローバル化した社会では、多様な文化・価値観を持った人

たちと共に仕事をし、生活しなければなりません。その多様

な文化・価値観の中で、皆が従うべきルールを形成し、解釈

し、適用することが必要になっています。

　法学・政治学の重要性は、より一層増しています。

　九州大学法学部では、法学・政治学に関する多くの科目を

提供しています。法学関係では、弁護士・裁判官・検察官や公

務員になる場合に必須の「憲法」・「民法」・「刑法」をはじめ、

会社法を中心とする「商法」、裁判の手続きについて定めて

いる「民事訴訟法」・「刑事訴訟法」のほか、「国際法」や「知的

財産法」等を提供しています。また、法の歴史に関する「法制

史」、法を哲学的に検討する「法哲学」、法が実際にどのよう

に使われているかを問題にする「法社会学」もあります。

政治学についても、「政治学」のほか、政治の歴史に関する

「政治史」や「国際政治学」などがあります。

　また、平成24年度からは世界展開力強化事業の一環と

して留学生の派遣を行っており、平成27年度からはＧＶ

（Global Vantage）プログラムという英語教育にも重点を

置いた学部・大学院の一貫教育を実施します。そこでは、

平成6年に他大学に先駆けて大学院に開設した、英語のみ

で教育をする国際ビジネスコースでの経験を活かした教育

を行います。

　これらの科目やプログラムを履修することによって、ルー

ルの形成・解釈・適用に関する基礎的な知識をしっかりと身

に付け、日本の法や政治に関する考え方を社会・世界に向け

て発信できる、地域社会・日本社会・国際社会をリードする

人材になっていただきたいと思います。

　九州大学法学部は、弁護士・裁判官・検事、公務員、企業・

団体の職員、国際機関やNGOの職員、大学等の研究者など

を養成してきました。最近でも、卒業生のうち法科大学院等

の大学院への進学が約20％、国家公務員、地方公務員等が

約25％、民間企業が約40％、そのほかが約15％です。「その

ほか」には、司法書士などの資格取得を目指している者が含

まれています。法曹や公務員は当然ですが、民間企業でも、

契約を中心とした取引先とのトラブルに関する法律、会社に

関する法律、企業の買収や合併に関する法律、銀行・証券・

保険などの金融に関する法律、公正かつ自由な競争に関す

る法律、特許権などの知的財産に関する法律、労働法など、

いろいろな場面において、法律の知識が必要とされています。

　1924年に九州帝国大学法文学部として設置されて以

来、１万７千人を超える卒業生を輩出しています。どの年代

にも卒業生がおり、同窓会をはじめ多くの卒業生から、様々

な形で大学での教育及び卒業後の活動を支援していただい

ています。九州大学法学部は、90年に及ぶ長い伝統を継承

し、高い志を持って法学・政治学を学ぼうとされている皆さ

んを心から歓迎します。

編集・発行：九州大学法学部広報委員会

編集に協力してくれた法学部生のみなさん

学部長挨拶
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カリキュラム

法学部カリキュラムのしくみ

　九州大学法学部の授業科目は、勉学の中心となる法学部

の専攻教育科目と、基幹教育科目を二本柱としています。後

者は九州大学が、文系・理系のあらゆる学問領域をカバー

する総合大学としての機能を誇るところから、法学部学生

の皆さんにも、この機能を十分に活用して、いわゆる教養教

育にとどまらない学際的な学習を期待するものです。社会

の高度化・複雑化が進行する今日、法と政治を学ぶ者にとっ

て、外国語科目・情報処理科目等の履修、さらには、経済学・

歴史学・哲学・生命科学・工学などの他の専門科目の履修が

不可欠であることは、自明とさえいえるからです。これらの

科目群は、九州大学全学の教員の協力により実施され、入

学後最初の１年間は、主として基幹教育科目を伊都キャン

パスで履修することになります。

　「法学部の専攻教育科目」は、箱崎キャンパスにおいて、法

学部の教員が担当する法学・政治学の専門科目群です。それ

ぞれに学界等で中心的に活躍中の教授陣が、各自の研究活

動を踏まえ、長年の実績・知見からそれぞれに工夫を凝らし

た教育活動を実践します。九州大学法学部の擁する教授陣

には、外国人教員や弁護士など、多彩な顔ぶれが含まれ、日

常的に、多様な教育活動が展開されていることも特筆に値

します。

　入学当初の１年間は、基幹教育科目を通じて「大学での学

び」に必要な基礎的スキルと知的基礎体力を身につけ、２年

次以降の法学・政治学の専攻教育では、積み上げ型に配置

された入門・基盤・展開科目を、学生各人のニーズに即して、

段階的・体系的に履修することができるのです。

　九州大学法学部の提供する専攻教育科目は、大きく以下の５

つのグループにわけることができます。これらのグループから

バランス良く、あるいは必要とあればどれかに重点を置いて学

べるように、時間割の配置などで工夫がされています（なお、主

な授業科目は2014年度のものであり、年度によって変更され

ることもあります）。

1. 基礎法学
　憲法、民法、刑法といった現行の法律を中心に学ぶ実定法学

と異なり、基礎法学は、法の歴史・思想や外国の法律を含めて、よ

り広い視点から法の様々な側面を考察する学問です。現行の法

制度を学ぶうえで、こうした視点からの広く深い理解は不可欠

で、九大法学部では基礎法学教育を重視しています。

（主な授業科目）
法理学、日本法制史、西洋法制史、東洋法制史、法思想史、ローマ
法、法社会学、比較法、中国法など

2. 公法・社会法学
　公法学・社会法学の課題は、国家と市民に焦点をあてた「社会

認識」を深めること、および「人権の尊重」や「公共性の実現」が

法を通じていかにして可能かを探ることにあります。社会にお

ける公正・平等の実現や、市民の主体的参画を可能とする法シ

ステムを構想することを学びます。

（主な授業科目）
憲法、行政法、地方自治法、租税法、行政学、労働法、社会保障法
など

3. 民刑事法学
　交通事故、医療ミス、傷害・窃盗事件、不法侵入、名誉毀損、少年

犯罪…。隣人との紛争、商品や土地の購入、借金、会社の設立…。

さらには離婚や遺産相続などなど。このような私たちにとって「身

近な」ことがらを法的に検討するのが民事法学や刑事法学です。

（主な授業科目）
民法、刑法、民事訴訟法、刑事訴訟法、商法、少年法、刑事政策
など

4. 国際関係法学
　現代において、国際関係の舞台に登場する様々な問題は、私た

ちの日常生活と密接につながっています。イラク戦争や欧州統

合、コメ輸入問題など、日々のニュースなどでもしばしば登場する

問題を、法的立場から分析し、学んでいくのが国際関係法学です。

（主な授業科目〕
国際公法、国際私法、国際取引法、知的財産法など

5. 政治学
　私たちには、選挙をはじめ様々な場面で国や自冶体、あるい

は世界の進路について、市民として、あるいは政治家や公務員と

してなど、多様な立場から「政策」の決定にかかわることが求め

られています。政治学は、これらの判断や活動の基盤をなすも

のの見方を学ぶものです。

（主な授業科目）
政治学、政治理論、政治動態分析、政治学史、政治史、国際政治
学など

学生のニーズに応じた積み上げ学習を保障する総合教育 5つのグループからなる法学部専攻教育科目

法学部
の

専攻教育科目

・入門科目
・基盤科目
・展開科目

・

・

・

・

・

基幹教育（教養教育）科目

言語（外国語）科目

健康・スポーツ科目

高年次基幹教育科目

他学部の専攻教育科目

　　　　　　　　　など

（２年次以降）

（80単位以上）

（36単位以上）
（1年次）

モジュールⅡ

モジュールⅠ

（12単位以上）
（2年次以降）

（128単位以上）

　九州大学法学部における教育手法の特色の一つに、

大正13年の創立時以来、少人数教育の場としてゼミ

ナール（ゼミ）を重視してきたことが挙げられます。現在も

各種のゼミを多数配置し、ことに、３年次・４年次の「高年

次ゼミ」は、必修科目として位置づけられ、法学部の教員

が各自特色のあるゼミを担当しています。ゼミという場

における、教員と学生、学生相互間の活発な討議・研究

は、人間的な連繋を深め、まさに主体的に学ぶことの意

義を体得しうる絶好の機会といえます。加えて、ゼミ単位

でのスポーツ活動、休暇中の合宿、旅行等も盛んに実施

されています。

　また、１年次の基幹教育セミナー、２年次の法政基礎

演習も九州大学法学部に在籍する４年間（大学院に進

学する人はさらに２年間以上の期間）に及ぶ、法学・政治

学の専門教育の履修プロセス上の基礎をなすものとし

て位置づけられています。ゼミヘの主体的な参画は、高

校までの「学習」とは違う、大学における「学問」の醍醐

味を学生の皆さんが具体的に体感する契機となること

でしょう。

少人数ゼミナールの重視
法政基礎演習（関口教授）基礎ゼミ

法政基礎演習（南野教授）民事訴訟法（上田准教授）日本法制史（植田教授）

基幹教育科目

検索九大法
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常的に、多様な教育活動が展開されていることも特筆に値

します。

　入学当初の１年間は、基幹教育科目を通じて「大学での学

び」に必要な基礎的スキルと知的基礎体力を身につけ、２年

次以降の法学・政治学の専攻教育では、積み上げ型に配置

された入門・基盤・展開科目を、学生各人のニーズに即して、

段階的・体系的に履修することができるのです。

　九州大学法学部の提供する専攻教育科目は、大きく以下の５

つのグループにわけることができます。これらのグループから

バランス良く、あるいは必要とあればどれかに重点を置いて学

べるように、時間割の配置などで工夫がされています（なお、主

な授業科目は2014年度のものであり、年度によって変更され

ることもあります）。

1. 基礎法学
　憲法、民法、刑法といった現行の法律を中心に学ぶ実定法学

と異なり、基礎法学は、法の歴史・思想や外国の法律を含めて、よ

り広い視点から法の様々な側面を考察する学問です。現行の法

制度を学ぶうえで、こうした視点からの広く深い理解は不可欠

で、九大法学部では基礎法学教育を重視しています。

（主な授業科目）
法理学、日本法制史、西洋法制史、東洋法制史、法思想史、ローマ
法、法社会学、比較法、中国法など

2. 公法・社会法学
　公法学・社会法学の課題は、国家と市民に焦点をあてた「社会

認識」を深めること、および「人権の尊重」や「公共性の実現」が

法を通じていかにして可能かを探ることにあります。社会にお

ける公正・平等の実現や、市民の主体的参画を可能とする法シ

ステムを構想することを学びます。

（主な授業科目）
憲法、行政法、地方自治法、租税法、行政学、労働法、社会保障法
など

3. 民刑事法学
　交通事故、医療ミス、傷害・窃盗事件、不法侵入、名誉毀損、少年

犯罪…。隣人との紛争、商品や土地の購入、借金、会社の設立…。

さらには離婚や遺産相続などなど。このような私たちにとって「身

近な」ことがらを法的に検討するのが民事法学や刑事法学です。

（主な授業科目）
民法、刑法、民事訴訟法、刑事訴訟法、商法、少年法、刑事政策
など

4. 国際関係法学
　現代において、国際関係の舞台に登場する様々な問題は、私た

ちの日常生活と密接につながっています。イラク戦争や欧州統

合、コメ輸入問題など、日々のニュースなどでもしばしば登場する

問題を、法的立場から分析し、学んでいくのが国際関係法学です。

（主な授業科目〕
国際公法、国際私法、国際取引法、知的財産法など

5. 政治学
　私たちには、選挙をはじめ様々な場面で国や自冶体、あるい

は世界の進路について、市民として、あるいは政治家や公務員と

してなど、多様な立場から「政策」の決定にかかわることが求め

られています。政治学は、これらの判断や活動の基盤をなすも

のの見方を学ぶものです。

（主な授業科目）
政治学、政治理論、政治動態分析、政治学史、政治史、国際政治
学など

学生のニーズに応じた積み上げ学習を保障する総合教育 5つのグループからなる法学部専攻教育科目

法学部
の

専攻教育科目

・入門科目
・基盤科目
・展開科目

・

・

・

・

・

基幹教育（教養教育）科目

言語（外国語）科目

健康・スポーツ科目

高年次基幹教育科目

他学部の専攻教育科目

　　　　　　　　　など

（２年次以降）

（80単位以上）

（36単位以上）
（1年次）

モジュールⅡ

モジュールⅠ

（12単位以上）
（2年次以降）

（128単位以上）

　九州大学法学部における教育手法の特色の一つに、

大正13年の創立時以来、少人数教育の場としてゼミ

ナール（ゼミ）を重視してきたことが挙げられます。現在も

各種のゼミを多数配置し、ことに、３年次・４年次の「高年

次ゼミ」は、必修科目として位置づけられ、法学部の教員

が各自特色のあるゼミを担当しています。ゼミという場

における、教員と学生、学生相互間の活発な討議・研究

は、人間的な連繋を深め、まさに主体的に学ぶことの意

義を体得しうる絶好の機会といえます。加えて、ゼミ単位

でのスポーツ活動、休暇中の合宿、旅行等も盛んに実施

されています。

　また、１年次の基幹教育セミナー、２年次の法政基礎

演習も九州大学法学部に在籍する４年間（大学院に進

学する人はさらに２年間以上の期間）に及ぶ、法学・政治

学の専門教育の履修プロセス上の基礎をなすものとし

て位置づけられています。ゼミヘの主体的な参画は、高

校までの「学習」とは違う、大学における「学問」の醍醐

味を学生の皆さんが具体的に体感する契機となること

でしょう。

少人数ゼミナールの重視
法政基礎演習（関口教授）基礎ゼミ

法政基礎演習（南野教授）民事訴訟法（上田准教授）日本法制史（植田教授）

基幹教育科目

検索九大法
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講義紹介

法社会学を研究しておられる江口厚仁教授に、
「基礎法学とは」「法社会学とは」についてお話
を伺いました。

Q.早速ですが、「基礎法学」とはなんでしょ
うか？我々も恥ずかしながらよく分から
ない分野です（笑）

　よく間違われるんだけど、基礎法学の「基礎」ってのは“fundamental”
って意味を持っていて、「入門」の意味ではないんだよね（笑）。じゃあ
何かというと、一言で言えば「知のすそ野を広げる」ことを目標にして
いる分野だと言えると思うよ。

Q.「知のすそ野を広げる」とはどういうことですか？
　刑法とか民法みたいな所謂「実定法学」（主に法の解釈に主眼を置
く学問）と言われる分野が実際に行うのは法の「運用」だし、それが法
の命、目的だと思うんだけど、その運用を裏付けるのが基礎法学。法
が「正しく」運用される基礎をつくっていると言えるね。そういう意味
で、実定法学と基礎法学は不可分なものなんだ。学者それぞれでその
裏付けの方法が哲学だったり、歴史だったりする。

Q.なるほど、実定法学と基礎法学、どちらも大事なものなんで
すね。では進んで、先生が研究なさっている、「法社会学」と
はいったいどんなものなんでしょう。

　一般的には（笑）“rule”に関わる人の行動を、データや統計を用い
ながら研究する分野だね。つまり、社会の動きのなかで「法」や「決ま
り」がどんな働きをしているか研究するものだよ。

Q.なるほど。一般的には、とおっしゃいましたが、先生は違うこと
をなされているのでしょうか（笑）

　僕は変わってるから、もっと空中戦みたいなことが好きだね（笑）。

例えば、「法」や「決まり」が「なぜ」機能しているのか、というようなこ
とを考えてる。つまり、みんなが「当たり前」と思ってることに疑問を投
げかけて、「当たり前」によって隠れている他の「可能性」を見いだした
いんだよね。
　みんながみんな、当たり前を当たり前だと思って生活してる、そんな
社会はなんだか怖いと思わない？
　「当たり前」に疑問を抱くにはそのほころびを見つけないといけな
い。そこで「社会の破れめ」にフォーカスすることが大事になるね。そ
の破れめはマイノリティの人の声だったり、人々の社会活動を通して
現れているものなんだよ。
　そうやって「当たり前」に疑問を投げかけることで、多数の人の「当
たり前」によって抑圧されてる少数の人が、ひいては私たちみなが自由
に生きられるような手助けが出来れば、と思ってるよ。

Q.では最後に、高校生に向けて一言お願いします！
　目先の勉強も大事かもしれないけど、まずはやっぱり本をたくさん
読んでほしい。漫画でも良い。他人の考えに触れることはとても重要
だと思うよ。あと、いろいろなことに好奇心を持ってほしい。さっき
言ったようなマイノリティの人たちのことを考えるときにも、自分に
直接関係ないことにもどれだけ興味を抱けるか、それが大事だと思
う。そんな人が法学部に来てほしいね。
　インタビュー中は終始和気あいあいと、和やかな雰囲気でした。研
究室には漫画やフィギュアがあったり、他の先生とは一味も二味も
違った、おもしろい先生でした！

講 義

紹 介 基礎法学
江口　厚仁 先生 〔法社会学〕

Q.公法・社会法学とはどのようなもので
すか？

　公法は、国と国民との関係を定める憲法や行
政法をいい、社会法は、①社会保障法②労働法
③経済法などの分野であり、企業、自治体など
と国民との関係を規律する分野をいいます。特
に社会法において、まず社会保障法は、福祉や

社会保険、公的扶助といった国民の生活を保障するための制度を含
むもので、人間の幸福のためにリスク対処（高齢、失業など）を社会的
に支えることを目的にしています。次に労働法は、労働という人間の
一番本質的な活動を営む上で出てくる問題、基本的には労働者と使
用者の対立といったものを解決に導き、最終的に、win-winの関係を
作り出すことが目的です。最後に経済法、（九大には専任教員がいない
ですが）この分野では社会の公正な経済取引が阻害された場合など
の対処法を含みます。

　憲法などの公法が国と国民との関係を対象にし、民法などの私法
が「人」を「法人格」として一般的に捉えて対象にしているのに対して、
社会法は、高齢者や女性、そして労働者といった一定の属性をもった
生身の「人間」を対象にしています。「人」はたしかに一人の「人」である
のだけど、その人の有する様々な属性からその一部に光を当て具体
的な人間像を捉えて、それを法主体として考える、このような法分野
が社会法だと思いますね。

Q.先生のご専門の分野について教えてください。
　私の専門は労働法です。人は誰しも働かなくては生きていけない、
そのためにも労働法を学ぶことは重要な意義があります。私のような
実定法の学者は研究対象は法の全分野に及ぶものですが、その中で
も私は①労働契約の変更と解雇、②休暇制度、③労働紛争の解決につ
いて研究しています。
　労働と解雇に関しては、正規雇用の解雇に関連する「限定正社員」
の問題など、今も刻々と変化している雇用制度を考察します。休暇制
度については、例えばこれはフランスの比較法研究をしている際に興
味をもったことですが、日本では「子供の看護休暇」はあっても「自分

講 義

紹 介 公法・社会法学
野田　　進 先生 〔労働法〕

Q.そもそも、民事法とはどのような、分野、
学問なのですか？

　お馴染みの民法に限らず、商法、民事訴訟法
など、さまざまな法律を総称して民事法と呼ぶ
のですが、端的に言ってしまえば、「学生にとっ
て最も身近な法分野」と言えます。例えば、朝起
きて、通学する時に電車に乗る。学校で授業を

受ける。昼食にパンを買う。家に帰って家族と過ごす…このすべての
「ありとあらゆる瞬間」が、実は民事法とのかかわりを持っています。そ
して、人間が生まれてから、もしくは胎児の段階から成長の段階、病
気、事故、就職、結婚、離婚、そして死…と、日常生活（everyday life）
の、そして人生の様々な局面で解決しなければならない問題の解決
のために関わってくるのが、「民法」であり「民事法」なのです。まさに、
「日常生活の憲法」と言えますね。

Q.先生はなぜこの分野を専門になさったのですか？ 
　民法というのは、先人たちが残した「知恵の塊」みたいなものです。
どの時代の人であっても悩んでいたような普遍的な問題、例えば、人
が死んだら相続はどうするか、事故が起こったらどう処理するか、大
震災が起こったらどう対処するか…このような問題の解決において、
万人が何とか納得できる公正なルール（手続き）を決めて、人々の間の
利害の調整点を考えていく、この「人類の知恵の宝庫」たる民法を読
み解くことは、たいへん意義深いことです。しかし、40年も民法を勉
強しているはずなのに、まだまだ、民法がよくわからないんです（笑）。
ルールはわかっていても容易に結論が出ないことは、もちろん多々あ
ります。その答えに向かって皆が格闘しています。この探究こそが非常
に面白いのですよ。

Q.最近、若者の「法学部離れ」という言葉をよく聞きます…。
法曹の将来もあまり明るくないようですが…？

　確かに、厳しい現実はないとは言えません。しかし、法学を学ぶこと
によって得られる「リーガル・マインド（法的な考え方）」は今後より一
層必要になってきます。仮に法律関係の仕事に就かなくても、人間が
他者の助けを必要とする場面というのは、人生の中で必ず訪れます。
社会生活がある以上永遠になくならない問題を適切に処理する、そし
て弱い立場に置かれた市民ひとりひとりを支援することは、とても重
要なことではないでしょうか。
　ちなみに言うと、法学というのは元来、ノブリス・オブリージュ、と
言って、報酬を求めず、利他的に、社会のため尽くすという高貴な学問
でした。つまり俸給（給料）を得る学問ではなかったのです。今は必ず
しもそういうわけにもいきませんが、それでも、法学は常に変わらず、
社会の必須の学問領域であり続けています。「社会関係の医師」とも言
われる法律家を、皆さんも目指してみませんか。

Q.先生から高校生に、アドバイスをお願いします！
　まず、社会への関心、好奇心を磨いてください。新聞、ニュース、もし
くは友達、家族と語ることでも結構です。社会に向けてアンテナを高く
広く張って、情報を手に入れ、そしてどんどん発信していきましょう。で
きるだけたくさんのものを求めていって、〈多重な顔を持つ人間〉を目
指してください。そして、何より丈夫な体が大事ですよ。豊かな人生を
享受するには、心身ともに健
やかであることが必要です。
　加えて、音楽は素晴らしい
ですよ。自然の音も含めて、
音楽に接することには無上
の喜びがあります…。聞く方
でも演奏する方でも、ぜひ音
楽に触れ続けてください！

講 義

紹 介 民事法学
五十川　直行 先生 〔民法〕

の病気休暇」は存在しません。このことは日本で多くの労働者の有給
休暇が使われずに捨てられているという実態にも関係しています。こ
のような、休暇にまつわる制度の問題も私の関心事です。そして3つ
目の労働紛争の解決について。これは私自身の労働紛争の斡旋など
の実践から、この経験を理論化したいと思ってやり始めたことです。ア
ジアからヨーロッパまで世界各国の労働紛争の現場に立ち入ってヒ
アリングを行ってもいます。あとは、映画の作品を法律と絡めて解説し
た著作を出すことなどもしています。
　労働法学者は労働者寄りの人が多いと考えられがちですけれど、私
はどちらかといえば企業のことを考えていますね。なぜかといえば、
企業というのは組織労働の場であって、各自の個性を発揮することで
結果的には企業が全体としてうまくいくように考えることが大事だか
らです。これは私が高校時代にやっていたブラスバンドみたいなもの
で、個人個人がいい音色を出して全体のバランスがうまく取れること
でよいハーモニーが成り立つように、個人の保護もさることながら、
企業という組織体の全体像を考えて、労働問題をとらえるべきだと
思っています。

Q.ゼミ活動や講義内容について教えてください。
　講義については研究内容である上の3つのテーマを中心に進めてい
ます。ゼミでは非正規雇用の派遣、パート、有期労働者について、前半は
グループ活動での発表、後半は個人での判例研究という形式をとって
います。グループ発表では、統計的な制度の実態、外国との比較、法改
正との関連などを報告させていますが基本的にゼミ進行は学生に任
せていて、なにより「質問力」を上げるようにしています。この能力は将

来社会人として仕事についたとき重要になってきますし、他の人との
コミュニケーション能力を養うことにもつながると考えています。

Q.高校生にメッセージをお願いします！
　高校生のうちは、勉強だけに縛られずにクラブ活動などに参加す
るなどして人間関係を広げておくといいと思います。それはすごい財
産になりますね。というのも、人間というのは桃の種のように、中心に
決して譲れない固い核があってまわりは柔軟になっている状態が理
想だと思っていて、人はその柔軟な部分で周りの人との交流で得たも
のを吸収し、個としての自分という核に影響させていく。個としての自
分を忘れずに、他人と積極的に関わるのがいいんです、クラブ活動な
どはその成長の場を提供してくれると思います。
　そして高校生活に限らず、大学に入ってからも大切なのは、目先の
利益にこだわらず長いスパンで物事をみるということですね。例え
ば、年金や社会保障のことを考えておくことも大事です。若いうちに
今のことばかりでなく、先のことを考えておいてほしいです。つまりは、
「人生に保険をかけ
る」ということですね。
ちなみに、私は就職す
る学生には、とりあえ
ず100万円貯金しろ
と言うようにしていま
す。困難にぶつかって
も、なんとか急場はし
のげるからね（笑）。

法政基礎演習（直江教授）

社会保障法ゼミ（笠木准教授）

民法（田中教授）



54

KYUSHU UNIVERSITY 2015

講義紹介

法社会学を研究しておられる江口厚仁教授に、
「基礎法学とは」「法社会学とは」についてお話
を伺いました。

Q.早速ですが、「基礎法学」とはなんでしょ
うか？我々も恥ずかしながらよく分から
ない分野です（笑）

　よく間違われるんだけど、基礎法学の「基礎」ってのは“fundamental”
って意味を持っていて、「入門」の意味ではないんだよね（笑）。じゃあ
何かというと、一言で言えば「知のすそ野を広げる」ことを目標にして
いる分野だと言えると思うよ。

Q.「知のすそ野を広げる」とはどういうことですか？
　刑法とか民法みたいな所謂「実定法学」（主に法の解釈に主眼を置
く学問）と言われる分野が実際に行うのは法の「運用」だし、それが法
の命、目的だと思うんだけど、その運用を裏付けるのが基礎法学。法
が「正しく」運用される基礎をつくっていると言えるね。そういう意味
で、実定法学と基礎法学は不可分なものなんだ。学者それぞれでその
裏付けの方法が哲学だったり、歴史だったりする。

Q.なるほど、実定法学と基礎法学、どちらも大事なものなんで
すね。では進んで、先生が研究なさっている、「法社会学」と
はいったいどんなものなんでしょう。

　一般的には（笑）“rule”に関わる人の行動を、データや統計を用い
ながら研究する分野だね。つまり、社会の動きのなかで「法」や「決ま
り」がどんな働きをしているか研究するものだよ。

Q.なるほど。一般的には、とおっしゃいましたが、先生は違うこと
をなされているのでしょうか（笑）

　僕は変わってるから、もっと空中戦みたいなことが好きだね（笑）。

例えば、「法」や「決まり」が「なぜ」機能しているのか、というようなこ
とを考えてる。つまり、みんなが「当たり前」と思ってることに疑問を投
げかけて、「当たり前」によって隠れている他の「可能性」を見いだした
いんだよね。
　みんながみんな、当たり前を当たり前だと思って生活してる、そんな
社会はなんだか怖いと思わない？
　「当たり前」に疑問を抱くにはそのほころびを見つけないといけな
い。そこで「社会の破れめ」にフォーカスすることが大事になるね。そ
の破れめはマイノリティの人の声だったり、人々の社会活動を通して
現れているものなんだよ。
　そうやって「当たり前」に疑問を投げかけることで、多数の人の「当
たり前」によって抑圧されてる少数の人が、ひいては私たちみなが自由
に生きられるような手助けが出来れば、と思ってるよ。

Q.では最後に、高校生に向けて一言お願いします！
　目先の勉強も大事かもしれないけど、まずはやっぱり本をたくさん
読んでほしい。漫画でも良い。他人の考えに触れることはとても重要
だと思うよ。あと、いろいろなことに好奇心を持ってほしい。さっき
言ったようなマイノリティの人たちのことを考えるときにも、自分に
直接関係ないことにもどれだけ興味を抱けるか、それが大事だと思
う。そんな人が法学部に来てほしいね。
　インタビュー中は終始和気あいあいと、和やかな雰囲気でした。研
究室には漫画やフィギュアがあったり、他の先生とは一味も二味も
違った、おもしろい先生でした！

講 義

紹 介 基礎法学
江口　厚仁 先生 〔法社会学〕

Q.公法・社会法学とはどのようなもので
すか？

　公法は、国と国民との関係を定める憲法や行
政法をいい、社会法は、①社会保障法②労働法
③経済法などの分野であり、企業、自治体など
と国民との関係を規律する分野をいいます。特
に社会法において、まず社会保障法は、福祉や

社会保険、公的扶助といった国民の生活を保障するための制度を含
むもので、人間の幸福のためにリスク対処（高齢、失業など）を社会的
に支えることを目的にしています。次に労働法は、労働という人間の
一番本質的な活動を営む上で出てくる問題、基本的には労働者と使
用者の対立といったものを解決に導き、最終的に、win-winの関係を
作り出すことが目的です。最後に経済法、（九大には専任教員がいない
ですが）この分野では社会の公正な経済取引が阻害された場合など
の対処法を含みます。

　憲法などの公法が国と国民との関係を対象にし、民法などの私法
が「人」を「法人格」として一般的に捉えて対象にしているのに対して、
社会法は、高齢者や女性、そして労働者といった一定の属性をもった
生身の「人間」を対象にしています。「人」はたしかに一人の「人」である
のだけど、その人の有する様々な属性からその一部に光を当て具体
的な人間像を捉えて、それを法主体として考える、このような法分野
が社会法だと思いますね。

Q.先生のご専門の分野について教えてください。
　私の専門は労働法です。人は誰しも働かなくては生きていけない、
そのためにも労働法を学ぶことは重要な意義があります。私のような
実定法の学者は研究対象は法の全分野に及ぶものですが、その中で
も私は①労働契約の変更と解雇、②休暇制度、③労働紛争の解決につ
いて研究しています。
　労働と解雇に関しては、正規雇用の解雇に関連する「限定正社員」
の問題など、今も刻々と変化している雇用制度を考察します。休暇制
度については、例えばこれはフランスの比較法研究をしている際に興
味をもったことですが、日本では「子供の看護休暇」はあっても「自分

講 義

紹 介 公法・社会法学
野田　　進 先生 〔労働法〕

Q.そもそも、民事法とはどのような、分野、
学問なのですか？

　お馴染みの民法に限らず、商法、民事訴訟法
など、さまざまな法律を総称して民事法と呼ぶ
のですが、端的に言ってしまえば、「学生にとっ
て最も身近な法分野」と言えます。例えば、朝起
きて、通学する時に電車に乗る。学校で授業を

受ける。昼食にパンを買う。家に帰って家族と過ごす…このすべての
「ありとあらゆる瞬間」が、実は民事法とのかかわりを持っています。そ
して、人間が生まれてから、もしくは胎児の段階から成長の段階、病
気、事故、就職、結婚、離婚、そして死…と、日常生活（everyday life）
の、そして人生の様々な局面で解決しなければならない問題の解決
のために関わってくるのが、「民法」であり「民事法」なのです。まさに、
「日常生活の憲法」と言えますね。

Q.先生はなぜこの分野を専門になさったのですか？ 
　民法というのは、先人たちが残した「知恵の塊」みたいなものです。
どの時代の人であっても悩んでいたような普遍的な問題、例えば、人
が死んだら相続はどうするか、事故が起こったらどう処理するか、大
震災が起こったらどう対処するか…このような問題の解決において、
万人が何とか納得できる公正なルール（手続き）を決めて、人々の間の
利害の調整点を考えていく、この「人類の知恵の宝庫」たる民法を読
み解くことは、たいへん意義深いことです。しかし、40年も民法を勉
強しているはずなのに、まだまだ、民法がよくわからないんです（笑）。
ルールはわかっていても容易に結論が出ないことは、もちろん多々あ
ります。その答えに向かって皆が格闘しています。この探究こそが非常
に面白いのですよ。

Q.最近、若者の「法学部離れ」という言葉をよく聞きます…。
法曹の将来もあまり明るくないようですが…？

　確かに、厳しい現実はないとは言えません。しかし、法学を学ぶこと
によって得られる「リーガル・マインド（法的な考え方）」は今後より一
層必要になってきます。仮に法律関係の仕事に就かなくても、人間が
他者の助けを必要とする場面というのは、人生の中で必ず訪れます。
社会生活がある以上永遠になくならない問題を適切に処理する、そし
て弱い立場に置かれた市民ひとりひとりを支援することは、とても重
要なことではないでしょうか。
　ちなみに言うと、法学というのは元来、ノブリス・オブリージュ、と
言って、報酬を求めず、利他的に、社会のため尽くすという高貴な学問
でした。つまり俸給（給料）を得る学問ではなかったのです。今は必ず
しもそういうわけにもいきませんが、それでも、法学は常に変わらず、
社会の必須の学問領域であり続けています。「社会関係の医師」とも言
われる法律家を、皆さんも目指してみませんか。

Q.先生から高校生に、アドバイスをお願いします！
　まず、社会への関心、好奇心を磨いてください。新聞、ニュース、もし
くは友達、家族と語ることでも結構です。社会に向けてアンテナを高く
広く張って、情報を手に入れ、そしてどんどん発信していきましょう。で
きるだけたくさんのものを求めていって、〈多重な顔を持つ人間〉を目
指してください。そして、何より丈夫な体が大事ですよ。豊かな人生を
享受するには、心身ともに健
やかであることが必要です。
　加えて、音楽は素晴らしい
ですよ。自然の音も含めて、
音楽に接することには無上
の喜びがあります…。聞く方
でも演奏する方でも、ぜひ音
楽に触れ続けてください！

講 義

紹 介 民事法学
五十川　直行 先生 〔民法〕

の病気休暇」は存在しません。このことは日本で多くの労働者の有給
休暇が使われずに捨てられているという実態にも関係しています。こ
のような、休暇にまつわる制度の問題も私の関心事です。そして3つ
目の労働紛争の解決について。これは私自身の労働紛争の斡旋など
の実践から、この経験を理論化したいと思ってやり始めたことです。ア
ジアからヨーロッパまで世界各国の労働紛争の現場に立ち入ってヒ
アリングを行ってもいます。あとは、映画の作品を法律と絡めて解説し
た著作を出すことなどもしています。
　労働法学者は労働者寄りの人が多いと考えられがちですけれど、私
はどちらかといえば企業のことを考えていますね。なぜかといえば、
企業というのは組織労働の場であって、各自の個性を発揮することで
結果的には企業が全体としてうまくいくように考えることが大事だか
らです。これは私が高校時代にやっていたブラスバンドみたいなもの
で、個人個人がいい音色を出して全体のバランスがうまく取れること
でよいハーモニーが成り立つように、個人の保護もさることながら、
企業という組織体の全体像を考えて、労働問題をとらえるべきだと
思っています。

Q.ゼミ活動や講義内容について教えてください。
　講義については研究内容である上の3つのテーマを中心に進めてい
ます。ゼミでは非正規雇用の派遣、パート、有期労働者について、前半は
グループ活動での発表、後半は個人での判例研究という形式をとって
います。グループ発表では、統計的な制度の実態、外国との比較、法改
正との関連などを報告させていますが基本的にゼミ進行は学生に任
せていて、なにより「質問力」を上げるようにしています。この能力は将

来社会人として仕事についたとき重要になってきますし、他の人との
コミュニケーション能力を養うことにもつながると考えています。

Q.高校生にメッセージをお願いします！
　高校生のうちは、勉強だけに縛られずにクラブ活動などに参加す
るなどして人間関係を広げておくといいと思います。それはすごい財
産になりますね。というのも、人間というのは桃の種のように、中心に
決して譲れない固い核があってまわりは柔軟になっている状態が理
想だと思っていて、人はその柔軟な部分で周りの人との交流で得たも
のを吸収し、個としての自分という核に影響させていく。個としての自
分を忘れずに、他人と積極的に関わるのがいいんです、クラブ活動な
どはその成長の場を提供してくれると思います。
　そして高校生活に限らず、大学に入ってからも大切なのは、目先の
利益にこだわらず長いスパンで物事をみるということですね。例え
ば、年金や社会保障のことを考えておくことも大事です。若いうちに
今のことばかりでなく、先のことを考えておいてほしいです。つまりは、
「人生に保険をかけ
る」ということですね。
ちなみに、私は就職す
る学生には、とりあえ
ず100万円貯金しろ
と言うようにしていま
す。困難にぶつかって
も、なんとか急場はし
のげるからね（笑）。

法政基礎演習（直江教授）

社会保障法ゼミ（笠木准教授）

民法（田中教授）
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講義紹介

Q.国際関係法とは…？
　伝統的な考え方では「国際公法」と「国際私
法」を指すと考えられますが（あるいは、最も狭
い意味では「国際公法」のみを指します）、現在
においては、「国際関係法」をどのように定義す
るかは、それほど単純ではありません。なぜな
ら、以前は国境を越えて国内法が問題となる場

面はそれほど多くなかったのに対し、グローバル化が進んだ今日にお
いては、ほとんど全ての国内法が国境を越えて適用されるのかが問題
となるからです。一例だけを挙げるとすると、ある国の刑法で、その国

以外でなされる、特定の犯罪についてはその刑法が適用されると規
定する場合（「国外犯」と呼ばれます）、その国の刑法が適用されるの
か、あるいは、犯罪が行われた地の国の刑法が適用されるのかが問題
となります。これらの事象をふまえて、「国境を越えたところで法的な
問題が生じる場合」に登場するものが「国際関係法」だと言うことは
可能です。ただ、そうなると、「国内法」との本質的な相違点はどこにあ
るのかという問題が生まれてくることにもなります。

Q.どのようにして私たちに関わってくるのでしょうか。
　海外旅行をする場合等は特に、国際関係法が関わってくる場面は
多くなりますが、日本に滞在しているからといって国際関係法は無関
係だということにはなりません。例えば、日本の道路を走る領事館員
の車が事故を起こしてしまった場合、「領事特権」といった国際関係法

講 義

紹 介 国際関係法
柳原　正治 先生 〔国際公法〕

Q.そもそも「政治学」とはどういう学問な
のですか？ 

　いきなり難問ですね(笑)。先生によって答え
方が大きく変わる質問でしょうから、まず、政治
学についてどのような授業が開講されている
かから紹介しましょう。九大法学部には、政治の
見方を学ぶ「政治学」、古代から現代にいたるま

での政治思想の変遷を学ぶ「政治学史」、外国の政治と比べる「比較政
治学」、歴史的に政治がどのように動いたかを扱う「政治史・外交史」、
国と国との間の政治を考える「国際政治学」の5つの専攻があります。
ところで、私の恩師は「政治学とは何かを説明するのに、“政治”とは何
かを説明する必要はない」とおっしゃっていました。政治学と一口に
言ってもこのように様々な分野がありますが、どれもその研究の中心
に「国家」があるという点では共通しています。そのため、その先生は
「政治学とは“国家”に関する学問だ」とおっしゃっていました。つまり、
国をより良くする、国をより良く運営するにはどうすればよいのかとい
う問題に立ち向かう学問を「政治学」と呼ぶのではないかと思います。

Q.どうして法学部で「政治学」を学ぶのですか？
　「政治は出来つつある法律であり、法律は出来上がった政治である」と
いう言葉があります。今の法律には良いところも悪いところもあります
が、では、どうして今の法律が出来たのかと言えば、それは国会における
政治によってその法律が作られたからです。例えば、消費税を何％にする
のか、原子力発電所をどこにどれだけ建てるのか、小学校から大学まで学
校に何年通うのかなどは、すべて政治によって決定され、その決定が法令
として形になります。このように、法律と政治の関係は密接なので、法律を
理解するには政治を、政治を理解するには法律を理解しなければ分から
ないことが多くあります。こうした事情から、歴史的には、帝国大学法学部
において国法学の一部として政治学が講義されてきた伝統があります。

Q.政治を学ぶ意義や魅力とは何でしょうか？
　将来法曹を目指す学生にとっても、法律の根本にある思想、例えば
立憲主義や自由・平等などの意義を研究することは政治学の一部で
もありますから、法律を学ぶ上でもないがしろにはできません。そも
そも政治学を学ぶことによって、日々ニュースに流れてくる政治問題
への理解が深まるばかりでなく、日本の民主主義は今後どのように舵
を取っていけばよいかなど根幹的な問題について意識するようにな
ります。皆さんも二十歳になれば選挙権を得ます。選挙権を得るとい
うことは、有権者すなわち主権者になるということです。日本は民主
主義の国ですから、それは自分たちの力で政治が変わり、法律が変わ
りうるということです。では、そのときに我々主権者が賢い判断ができ
ないとどうなってしまうのでしょうか。良い社会、良い政治、良い国家
になるためには、我々が少しでも良い判断ができなければなりませ
ん。その意味で、政治学を学ぶ最大の意義は、“良き市民”になること
だと考えています。

Q.最後にこれを読んでいる高校生へ向けてメッセージをお願
いします。

　高校生の間は高校での勉強を大事にしてください。高校までの勉強
はどれも大学で政治や法律を学ぶ際の大事な基礎になります。そして、
大学では、知識を身につけるだけではなく、身につけた知識をいかに
活用していくかが問われます。また、新書や文庫など社会や政治に関
する本を高校生のうちに沢山読んでおくと大学に入ってからの勉強
でも役に立つと思います。そ
れから、九大の法学部は現
在留学制度や国際交流にも
力を入れているので、海外で
勉強したい、国際的に活躍
したいと考えている人にも
是非扉を叩いて欲しいと
思っています。

講 義

紹 介 政治学
蓮見　二郎 先生 〔政治学〕

Q.刑事法学とは？
　犯罪と刑罰に関わる法分野ということにな
りますね。そのうち刑法は、どのような行為が
犯罪となるか、またどのような刑罰が科せられ
るかという問題を扱います。また刑事訴訟法は、
刑事事件(犯罪と刑罰に関わる事件)の手続に
関する法分野です。警察による捜査に始まり、起

訴されれば裁判に進む、というような手続きについて扱います。さら
に、刑事政策・犯罪学、少年法などの分野もあります。高校生の皆さん
は、ニュースやドラマで刑事法学に興味を持つ人も多いかと思います
が、自分が刑事事件に巻き込まれたり、関与したりすることは、想像で
きないかもしれません。刑事事件には関わりたくないという考えもあ
りますが、皆さんが絶対に関わらないとは限りません。職務質問は、高
校生も含め一般市民が、警察の活動や刑事事件に接触するシチュエー
ションの一つです。例えば、何も悪いことをしていなくて、急用で全力
ダッシュしているところを、警察官に「不審」と見とがめられて、肩に手
をかけられたのをつい振り払ってしまったとき、その振り払った行為
が公務執行妨害罪にあたるとして現行犯逮捕されることが、実際にあ
りえます。また、冤罪のように、自分は全く無関係なのにいつの間にか
事件に巻き込まれるということだって考えられないわけではありま
せん。さらに、裁判員制度がありますから、ある日突然、裁判員候補者
として呼び出されるかもしれません。このように、刑事法学は意外と
皆さんの身近なところと密接なつながりがあって、そのような点に目
が及ぶと、実感をもちながら、より良い解決を求めて、法解釈をはじめ
とする方策を考えてゆくことができると思います。

Q.刑事訴訟法とは？
　私が専門とするのは、刑事法の中でも、刑事事件についての手続を
取り扱う刑事訴訟法です。手続というと、刑罰のための手段、いいかえ
ると刑法を実現するための補助的なものという風に、イメージされる
かもしれません。しかし「手続なくして刑罰なし」という諺にあるよう
に、刑事裁判を経なければ刑罰を科すことはできないという、一切例
外なしの、絶対的な条件が課せられている点に、刑事訴訟法の独自の
意味や価値があります。この点が、私的自治の原則のある民事法との
決定的な違いですが、刑事事件については刑罰が峻厳であるというこ
とから、慎重で適正な手続が求められるのです。

　刑事訴訟法を学ぶことは、刑事事件の手続についての知識を得る
というだけでなく、一般的にも物事を深く理解することにつながるの
では、と考えています。最近いじめの問題が注目されていますが、いじ
めの凄惨さだけに目を奪われて、いじめをしたとされる人をつるし上
げれば、問題は解決するでしょうか。やはり、その人の言い分を聴く必
要があり、そのようなプロセスを経ることによって、今まで見えていな
かった問題が見えてくるようになって、本当の問題解決につながるの
ではないかと思います。なおさら刑事事件については、被害の重大さだ
けに目を奪われて、手続をおろそかにしてしまわないよう、くれぐれも
注意する必要があります。懲役刑や、場合によっては死刑といった、人
の身体の自由や生命権を剥奪するような制裁が科せられるわけです
から、慎重で適正な手続を経ないと、冤罪のような場合には取り返し
がつかないということにもなりえます。また事件への関与について争
いがない場合であっても、言い分をちゃんと聴いてもらったというこ
とが、有罪判決への納得や更生につながります。
　世の中は勧善懲悪で割り切れることばかりではありません。刑事訴
訟法を学ぶことは、表面的・短絡的な見方に対して「おいおい、ちょっ
と待てよ。」という風に、自分なりに物事を深く考える力につながるの
ではないか、そのきっかけになればいいな、と思っています。

Q.高校生にメッセージ
　一言で言うと、初心忘るべからず、ということですね。「何になりた
いか」というよりも、漠然としていてもいいので、「何をしたいか」、それ
だけは忘れずに芯として持っておいてほしいですね。
　それから、高校生の皆さんには新聞を読んでほしいですね。それは
社会で起こっている出来事を知るというだけでなく、批判的に読み解
く力を身につけるためにも役立つと思います。新聞というものは必ず
しも客観的ではないのですが、その点を生かして、自分だったらこの
出来事をどのように扱うか、なぜこの出来事が記事として取り上げら
れていないのかなど、あれこれ考えるツールとして活用できます。
　そして社会に関心を持つという意味では、読書もしてほしいですね。
法律に直接関係がある本
だけでなく、むしろ法律と
は一見関係がないような
本から、人間関係の機微に
しみじみ思いを致すという
ことも、人間関係を扱う法
律を学んでいく上で大切で
はないかと思っています。

講 義

紹 介 刑事法学
豊崎　七絵 先生 〔刑事訴訟法〕

のきまりによって通常とは法適用のされ方が異なるように、福岡に住
んでいたとしても、身近にも国際関係法が登場する機会はたくさんあ
ります。また、外務省に勤めるような人はもちろん、地方自治体や海外
展開を行う会社で働くような人にあっては、職場で国際関係法につい
て自ら考えて利用していく、という場面があると思われます。

Q.国際関係法を学ぶ面白さはどこにありますか。
　一つの正解がないというところではないでしょうか。これは法学全
般に関してもいえることですが、国際関係法の学習においては、一つ
の問題に対して様々な解が存在し、それぞれの解についてのメリット
とデメリットを比較考量する中で、最も適切だと考える自分自身の解
を探すことになります。その際には、教えられたことをただ繰り返すの
ではなく、自らの頭で咀嚼して考えていくことが重要です。そのプロセ
スを繰り返すことで考える力も備わってきます（「地頭を鍛える」とい
うことです）。そのようにして、正解のない問題と向き合っていくとこ
ろに高校までの勉強とは違う面白さがあると思います。

Q.国際関係法学を学ぶメリットは？
　日本企業の海外移転・国際貿易が盛んになる中、国際関係法の知
識や考え方を身につけた人が活躍できる場はますます増えていくで
しょう。「国際関係法」のなかでも国際的な特許や著作権などを扱う
「知的財産法」や、国際的な取引関係について規定する「国際取引法」

スティーヴン・ヴァンアーツル 先生〔国際関係法〕

の分野などの必要性は、今後さらに高まると思
われます。また、竹島や尖閣諸島をめぐる外交
の情勢や、微小粒子状物質（PM2.5）等の問題
について考える際にも、国際公法等の勉強を活
かして、より理解を深めることができます。この
ような点で、現在と将来の両方において生かす
ことができる分野であると言えるでしょう。

Q.受験生へのメッセージを
　九州大学では、他大学に比べて国際法学プログラムがとても充実
しており、本大学で実施される法律コースの留学プログラムには、毎
年、様々な国の人が参加します。同様に、九州大学法学部は、こうした
留学生のチューターやサポーター、通訳補助などを担当する機会にも
恵まれており、法律を学ぶだけでなく、国際交流や英語のブラッシュ
アップに取り組むこともできます。学生の皆さんと話していると、海外
の事に興味があるにも関わらず、英語での会話に自信が無くて海外の
人に話しかけられないという言葉をよく耳にします。法学、語学、その
どちらにおいても、異なる
領域に飛び込むのには抵
抗があることでしょう。し
かし、興味があれば飛び込
んでみるということがとて
も重要です。ぜひ、新しい
一歩を踏み出してみて下
さい。

刑法（井上准教授）

外国法律書講読（フェニック准教授）

政治学史（木村教授）
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講義紹介

Q.国際関係法とは…？
　伝統的な考え方では「国際公法」と「国際私
法」を指すと考えられますが（あるいは、最も狭
い意味では「国際公法」のみを指します）、現在
においては、「国際関係法」をどのように定義す
るかは、それほど単純ではありません。なぜな
ら、以前は国境を越えて国内法が問題となる場

面はそれほど多くなかったのに対し、グローバル化が進んだ今日にお
いては、ほとんど全ての国内法が国境を越えて適用されるのかが問題
となるからです。一例だけを挙げるとすると、ある国の刑法で、その国

以外でなされる、特定の犯罪についてはその刑法が適用されると規
定する場合（「国外犯」と呼ばれます）、その国の刑法が適用されるの
か、あるいは、犯罪が行われた地の国の刑法が適用されるのかが問題
となります。これらの事象をふまえて、「国境を越えたところで法的な
問題が生じる場合」に登場するものが「国際関係法」だと言うことは
可能です。ただ、そうなると、「国内法」との本質的な相違点はどこにあ
るのかという問題が生まれてくることにもなります。

Q.どのようにして私たちに関わってくるのでしょうか。
　海外旅行をする場合等は特に、国際関係法が関わってくる場面は
多くなりますが、日本に滞在しているからといって国際関係法は無関
係だということにはなりません。例えば、日本の道路を走る領事館員
の車が事故を起こしてしまった場合、「領事特権」といった国際関係法

講 義

紹 介 国際関係法
柳原　正治 先生 〔国際公法〕

Q.そもそも「政治学」とはどういう学問な
のですか？ 

　いきなり難問ですね(笑)。先生によって答え
方が大きく変わる質問でしょうから、まず、政治
学についてどのような授業が開講されている
かから紹介しましょう。九大法学部には、政治の
見方を学ぶ「政治学」、古代から現代にいたるま

での政治思想の変遷を学ぶ「政治学史」、外国の政治と比べる「比較政
治学」、歴史的に政治がどのように動いたかを扱う「政治史・外交史」、
国と国との間の政治を考える「国際政治学」の5つの専攻があります。
ところで、私の恩師は「政治学とは何かを説明するのに、“政治”とは何
かを説明する必要はない」とおっしゃっていました。政治学と一口に
言ってもこのように様々な分野がありますが、どれもその研究の中心
に「国家」があるという点では共通しています。そのため、その先生は
「政治学とは“国家”に関する学問だ」とおっしゃっていました。つまり、
国をより良くする、国をより良く運営するにはどうすればよいのかとい
う問題に立ち向かう学問を「政治学」と呼ぶのではないかと思います。

Q.どうして法学部で「政治学」を学ぶのですか？
　「政治は出来つつある法律であり、法律は出来上がった政治である」と
いう言葉があります。今の法律には良いところも悪いところもあります
が、では、どうして今の法律が出来たのかと言えば、それは国会における
政治によってその法律が作られたからです。例えば、消費税を何％にする
のか、原子力発電所をどこにどれだけ建てるのか、小学校から大学まで学
校に何年通うのかなどは、すべて政治によって決定され、その決定が法令
として形になります。このように、法律と政治の関係は密接なので、法律を
理解するには政治を、政治を理解するには法律を理解しなければ分から
ないことが多くあります。こうした事情から、歴史的には、帝国大学法学部
において国法学の一部として政治学が講義されてきた伝統があります。

Q.政治を学ぶ意義や魅力とは何でしょうか？
　将来法曹を目指す学生にとっても、法律の根本にある思想、例えば
立憲主義や自由・平等などの意義を研究することは政治学の一部で
もありますから、法律を学ぶ上でもないがしろにはできません。そも
そも政治学を学ぶことによって、日々ニュースに流れてくる政治問題
への理解が深まるばかりでなく、日本の民主主義は今後どのように舵
を取っていけばよいかなど根幹的な問題について意識するようにな
ります。皆さんも二十歳になれば選挙権を得ます。選挙権を得るとい
うことは、有権者すなわち主権者になるということです。日本は民主
主義の国ですから、それは自分たちの力で政治が変わり、法律が変わ
りうるということです。では、そのときに我々主権者が賢い判断ができ
ないとどうなってしまうのでしょうか。良い社会、良い政治、良い国家
になるためには、我々が少しでも良い判断ができなければなりませ
ん。その意味で、政治学を学ぶ最大の意義は、“良き市民”になること
だと考えています。

Q.最後にこれを読んでいる高校生へ向けてメッセージをお願
いします。

　高校生の間は高校での勉強を大事にしてください。高校までの勉強
はどれも大学で政治や法律を学ぶ際の大事な基礎になります。そして、
大学では、知識を身につけるだけではなく、身につけた知識をいかに
活用していくかが問われます。また、新書や文庫など社会や政治に関
する本を高校生のうちに沢山読んでおくと大学に入ってからの勉強
でも役に立つと思います。そ
れから、九大の法学部は現
在留学制度や国際交流にも
力を入れているので、海外で
勉強したい、国際的に活躍
したいと考えている人にも
是非扉を叩いて欲しいと
思っています。

講 義

紹 介 政治学
蓮見　二郎 先生 〔政治学〕

Q.刑事法学とは？
　犯罪と刑罰に関わる法分野ということにな
りますね。そのうち刑法は、どのような行為が
犯罪となるか、またどのような刑罰が科せられ
るかという問題を扱います。また刑事訴訟法は、
刑事事件(犯罪と刑罰に関わる事件)の手続に
関する法分野です。警察による捜査に始まり、起

訴されれば裁判に進む、というような手続きについて扱います。さら
に、刑事政策・犯罪学、少年法などの分野もあります。高校生の皆さん
は、ニュースやドラマで刑事法学に興味を持つ人も多いかと思います
が、自分が刑事事件に巻き込まれたり、関与したりすることは、想像で
きないかもしれません。刑事事件には関わりたくないという考えもあ
りますが、皆さんが絶対に関わらないとは限りません。職務質問は、高
校生も含め一般市民が、警察の活動や刑事事件に接触するシチュエー
ションの一つです。例えば、何も悪いことをしていなくて、急用で全力
ダッシュしているところを、警察官に「不審」と見とがめられて、肩に手
をかけられたのをつい振り払ってしまったとき、その振り払った行為
が公務執行妨害罪にあたるとして現行犯逮捕されることが、実際にあ
りえます。また、冤罪のように、自分は全く無関係なのにいつの間にか
事件に巻き込まれるということだって考えられないわけではありま
せん。さらに、裁判員制度がありますから、ある日突然、裁判員候補者
として呼び出されるかもしれません。このように、刑事法学は意外と
皆さんの身近なところと密接なつながりがあって、そのような点に目
が及ぶと、実感をもちながら、より良い解決を求めて、法解釈をはじめ
とする方策を考えてゆくことができると思います。

Q.刑事訴訟法とは？
　私が専門とするのは、刑事法の中でも、刑事事件についての手続を
取り扱う刑事訴訟法です。手続というと、刑罰のための手段、いいかえ
ると刑法を実現するための補助的なものという風に、イメージされる
かもしれません。しかし「手続なくして刑罰なし」という諺にあるよう
に、刑事裁判を経なければ刑罰を科すことはできないという、一切例
外なしの、絶対的な条件が課せられている点に、刑事訴訟法の独自の
意味や価値があります。この点が、私的自治の原則のある民事法との
決定的な違いですが、刑事事件については刑罰が峻厳であるというこ
とから、慎重で適正な手続が求められるのです。

　刑事訴訟法を学ぶことは、刑事事件の手続についての知識を得る
というだけでなく、一般的にも物事を深く理解することにつながるの
では、と考えています。最近いじめの問題が注目されていますが、いじ
めの凄惨さだけに目を奪われて、いじめをしたとされる人をつるし上
げれば、問題は解決するでしょうか。やはり、その人の言い分を聴く必
要があり、そのようなプロセスを経ることによって、今まで見えていな
かった問題が見えてくるようになって、本当の問題解決につながるの
ではないかと思います。なおさら刑事事件については、被害の重大さだ
けに目を奪われて、手続をおろそかにしてしまわないよう、くれぐれも
注意する必要があります。懲役刑や、場合によっては死刑といった、人
の身体の自由や生命権を剥奪するような制裁が科せられるわけです
から、慎重で適正な手続を経ないと、冤罪のような場合には取り返し
がつかないということにもなりえます。また事件への関与について争
いがない場合であっても、言い分をちゃんと聴いてもらったというこ
とが、有罪判決への納得や更生につながります。
　世の中は勧善懲悪で割り切れることばかりではありません。刑事訴
訟法を学ぶことは、表面的・短絡的な見方に対して「おいおい、ちょっ
と待てよ。」という風に、自分なりに物事を深く考える力につながるの
ではないか、そのきっかけになればいいな、と思っています。

Q.高校生にメッセージ
　一言で言うと、初心忘るべからず、ということですね。「何になりた
いか」というよりも、漠然としていてもいいので、「何をしたいか」、それ
だけは忘れずに芯として持っておいてほしいですね。
　それから、高校生の皆さんには新聞を読んでほしいですね。それは
社会で起こっている出来事を知るというだけでなく、批判的に読み解
く力を身につけるためにも役立つと思います。新聞というものは必ず
しも客観的ではないのですが、その点を生かして、自分だったらこの
出来事をどのように扱うか、なぜこの出来事が記事として取り上げら
れていないのかなど、あれこれ考えるツールとして活用できます。
　そして社会に関心を持つという意味では、読書もしてほしいですね。
法律に直接関係がある本
だけでなく、むしろ法律と
は一見関係がないような
本から、人間関係の機微に
しみじみ思いを致すという
ことも、人間関係を扱う法
律を学んでいく上で大切で
はないかと思っています。

講 義

紹 介 刑事法学
豊崎　七絵 先生 〔刑事訴訟法〕

のきまりによって通常とは法適用のされ方が異なるように、福岡に住
んでいたとしても、身近にも国際関係法が登場する機会はたくさんあ
ります。また、外務省に勤めるような人はもちろん、地方自治体や海外
展開を行う会社で働くような人にあっては、職場で国際関係法につい
て自ら考えて利用していく、という場面があると思われます。

Q.国際関係法を学ぶ面白さはどこにありますか。
　一つの正解がないというところではないでしょうか。これは法学全
般に関してもいえることですが、国際関係法の学習においては、一つ
の問題に対して様々な解が存在し、それぞれの解についてのメリット
とデメリットを比較考量する中で、最も適切だと考える自分自身の解
を探すことになります。その際には、教えられたことをただ繰り返すの
ではなく、自らの頭で咀嚼して考えていくことが重要です。そのプロセ
スを繰り返すことで考える力も備わってきます（「地頭を鍛える」とい
うことです）。そのようにして、正解のない問題と向き合っていくとこ
ろに高校までの勉強とは違う面白さがあると思います。

Q.国際関係法学を学ぶメリットは？
　日本企業の海外移転・国際貿易が盛んになる中、国際関係法の知
識や考え方を身につけた人が活躍できる場はますます増えていくで
しょう。「国際関係法」のなかでも国際的な特許や著作権などを扱う
「知的財産法」や、国際的な取引関係について規定する「国際取引法」

スティーヴン・ヴァンアーツル 先生〔国際関係法〕

の分野などの必要性は、今後さらに高まると思
われます。また、竹島や尖閣諸島をめぐる外交
の情勢や、微小粒子状物質（PM2.5）等の問題
について考える際にも、国際公法等の勉強を活
かして、より理解を深めることができます。この
ような点で、現在と将来の両方において生かす
ことができる分野であると言えるでしょう。

Q.受験生へのメッセージを
　九州大学では、他大学に比べて国際法学プログラムがとても充実
しており、本大学で実施される法律コースの留学プログラムには、毎
年、様々な国の人が参加します。同様に、九州大学法学部は、こうした
留学生のチューターやサポーター、通訳補助などを担当する機会にも
恵まれており、法律を学ぶだけでなく、国際交流や英語のブラッシュ
アップに取り組むこともできます。学生の皆さんと話していると、海外
の事に興味があるにも関わらず、英語での会話に自信が無くて海外の
人に話しかけられないという言葉をよく耳にします。法学、語学、その
どちらにおいても、異なる
領域に飛び込むのには抵
抗があることでしょう。し
かし、興味があれば飛び込
んでみるということがとて
も重要です。ぜひ、新しい
一歩を踏み出してみて下
さい。

刑法（井上准教授）

外国法律書講読（フェニック准教授）

政治学史（木村教授）
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高年次ゼミ

　大学の授業の多くは、大教室での一方的な講義形式のものが中心ですが、それだけでは少々退屈かもしれません。そんななかで、九大法
学部が伝統的に誇ってきたのが「ゼミ」の充実ぶりです。ゼミ（「ゼミナール」とか「演習」とも言います）とは、１人の担当教員と少人数の学生
（九大法学部では、各ゼミの定員を２０名以下に抑えています）で、学生が主体となり、研究発表や議論を行うものです。３年生と４年生が
一緒になって１年間続ける「高年次ゼミ」と、２年生だけで前期の半年間に実施する「基礎ゼミ」（法政基礎演習）の２種類があります。高年次
ゼミでは、本来の勉強に加えて、課外活動や旅行・コンパなど、多彩な活動を行っているゼミが多いのも魅力です。九大法学部生になったら、
是非、素敵なゼミに入って下さい！一生の思い出ができるはずです。

１. 憲法とは？
　国民主権、平和主義、基本的人権の尊重などを中心とする漠然とした内容が、高
校までの授業で習う「日本国憲法」の内容だったと思います。正直、その勉強は面白
かったでしょうか。テストに出そうなことを覚えてそのまま書くだけ、後は点がとれ
て嬉しいか、とれなくて悲しい。そんな感じではないでしょうか。しかし、実際に深
く学び始めると気づきますが、憲法の内容には一義的な「答え」がないことばかりで
す。ここで「答えが一つではないから大変…」と思えばそれまでですが、むしろそこ
には「答えが一つではない面白さ」があり、南野ゼミはまさにその「面白さ」を身に
染みて感じることができる空間であると思います。

２. 「面白さ」とは？
　毎週、報告者は自らテーマを決めて全体に予習文献を配り、他の人はその文献
を読み込んで予習してゼミに臨みます。しかし、これも「答え合わせ」をするために
ゼミを行うのではありません。各人が配布文献を中心とした予習を経て正しいと
思った主張を、報告を受けた後に展開します。答えは一通りでないため、全員が必
死に予習したとしても、至った考えが皆同じということはほぼあり得ません。だか
らこそ、ゼミの仲間と熱い議論を交わすことができ、そしてその議論自体に「覚え
てテストで点を取ること」とは比べ物にならない「面白さ」と「価値」があります。

３. 東京研修、他大学との交流も
　南野ゼミでは、毎年夏に、南野先生の幅広い人脈を活かして、東京研修、そして
他大学とのディベート合宿が実施されます。例えば昨年度、東京では、最高裁判
所、総務省、西村あさひ法律事務所、そしてTBSを訪れました。他にも最高裁判所
判事や国会議員など著名な方との面会の機会も多く、過去には、河野太郎議員や
福島瑞穂議員、ジャーナリストの田原総一朗氏とお会いした年もあります。南野
ゼミ独自の東京研修は、公務員、法曹、民間企業など様々な進路を考える上で大
変参考になります。また、他大学との合同ディベート合宿では、一橋、早稲田、慶応
の憲法ゼミとのディベート大会が開催され、これまた大変貴重な経験となります。
　「進路の参考」「貴重な経験」などという言葉を使うと堅苦しくなってしまいま
すが、何より、南野ゼミは「楽しい」です。九大法で日々一緒に勉強しているゼミ生
と東京で色々な所を回るだけでも楽しい上に、ディベート合宿では、他大学の学
生とも交流できて、喋って、笑って、刺激も受けて、心の底から「楽しい」時間を過ご
すことができます。

４. 他にも…
　南野ゼミは、夏の九重合宿やOB会、ゼミ卒業旅行（昨年は能登半島）など他にも
イベントは盛りだくさんです。毎年OB会にたくさんの先輩方が顔を出す点には、南
野先生のお人柄が反映されているといえるでしょう。ゼミの選択についても、憲法
に関心があるか否かはさておき、南野先生の人柄・信念等に惹かれてこのゼミを選ぶ人も少なくありません。また、今年7月にAKB48の内
山奈月さんとの共著で『憲法主義』（PHP研究所）を出版されて話題となっている南野先生ですが、最近はテレビ出演の依頼も多く、今年6月
には、集団的自衛権に関する取材のために、臨時南野ゼミが開かれるなんてこともありました。また、以上の特別なイベントの存在に加え、
忘れてはならないのは、毎週のゼミ後に行く食事や飲み会です。お忙しい先生もしばしば参加して下さり、そこでのくだらない会話や真面目
な会話も、ゼミ全体の絆を深めるきっかけとなり、毎週の楽しみとなっています。
　最後に、南野ゼミに入ると、ゼミの予習文献の量に最初は驚くかもしれません。ただ、気付かぬうちに多くの文献を読むことに慣れて理解
できるようになることは、後に大きな自信となっていきます。また、その予習があるからこそ議論の「面白さ」を感じることができ、ゼミ以外
の「楽しい」時間もより楽しくなります。その「面白さ」や「楽しさ」を是非皆さんにも感じて頂きたいと思います。

１. 刑法とは？
　皆さんにとって刑法とはどのような法律でしょうか。よく耳にするのは殺人

罪、傷害罪、窃盗罪といった「○○罪」の名称で知られるものでしょう。例えば

殺人罪は刑法の第199条に「人を殺した者は、死刑又は無期若しくは五年以

上の懲役に処する。」と規定されています。ここで皆さんは「ふーん、人を殺すと

こういった刑罰が科せられるんだな」としか感じないかもしれません。しか

し、お腹の中にいる赤ちゃんは「人」に当たるのでしょうか、瀕死の人を見捨

てた場合に「殺した」と言えるのでしょうか。条文には「人を殺した」としか規

定はされていませんが、様々な論点が現れる中で、それをどう解釈して解決す

るかを検討することも刑法の醍醐味の一つです。

2. 井上ゼミでは何をしているのか
　私たち井上ゼミでは、毎週金曜日に具体的な事例問題について報告者（3～

4人）がそれぞれ答案を作成し、それを基にゼミのメンバーで議論をしています。

　ある週の事例問題を紹介します。

　「公園を散歩していたXは、いきなりYにナイフで切りかかられた。Xは咄嗟

に身をかわした後、早足でその場を離れようとしたが、YはそれでもなおXを

攻撃しようとナイフを持って追いかけてきた、その一部始終をみていた通行

人Zは、このままではXがやられてしまうと思い、かたわらにあった農作業用

のスコップをXに手渡した。ナイフを振りかざして襲ってくるYに対して、XはZ

から受け取ったスコップを使って反撃、Yの右手を打ち据えて打撲傷を負わ

せた上で、Yからナイフを奪い、スコップとともに近くにあった池の中に投げ

捨てた。ナイフを奪われたYはもはや攻撃の意思を喪失していたが、Xは、引き

続き興奮状態にあって、その後も素手でYの顔面を殴り続け、Yに頭蓋骨骨折

の重傷を負わせた。この場合、X、Y及びZの行為は刑法上どのように評価され

るか。」

　皆さんはこの問題を読んで、どのような感想を抱くでしょうか。「Xは可哀想

だな。でもさすがにやり過ぎだ」「Yは自業自得だな」「Zは他にできることはな

かったのかな」などの感想を抱くかもしれません。ゼミでは、こうした問題につ

いてそれぞれの人物が「○○罪に当たる」と検討し議論をすることで、様々な

知識を深めるという流れになっています。

3. その他の活動
　学生の本分は勉強ですが、それだけがゼミの活動ではありません。大学の研

修所を利用した合宿、ゼミ旅行、ゼミ後の食事会や飲み会など、様々な活動を

通じてゼミ内部ないしは他のゼミとの交流を深めています。ちなみにゼミ合宿

は例年大分県の九重にある研修所を利用して、（問題の検討は勿論ですが）

BBQや飲み会なども実施しています。また、去年のゼミ旅行では広島県を2泊

3日で楽しみました。ゼミ内部の交流を深めることで、議論での発言も増え活

発なゼミとなっています。

4. 最後に
　色々と小難しい話もしてしまいましたが、大学という場は高校までと違って

自分の頭で「考え」ることができる場です。また、自分自身が納得するまで頭を

使い、その「考え」を他人に話して更に理解を深めることができる場でもあり

ます。理解を深めるための対話ができる友人を得ることができるのも大学の醍

醐味です。是非私たちと共に対話し、自分だけの「考え」を確立してみませんか。

井 上 ゼ ミ

南 野 ゼ ミ

刑法

憲法

国会議事堂見学

ディベート合宿

福島みずほ議員と面談

ゼミ卒業旅行（台湾）
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高年次ゼミ

　大学の授業の多くは、大教室での一方的な講義形式のものが中心ですが、それだけでは少々退屈かもしれません。そんななかで、九大法
学部が伝統的に誇ってきたのが「ゼミ」の充実ぶりです。ゼミ（「ゼミナール」とか「演習」とも言います）とは、１人の担当教員と少人数の学生
（九大法学部では、各ゼミの定員を２０名以下に抑えています）で、学生が主体となり、研究発表や議論を行うものです。３年生と４年生が
一緒になって１年間続ける「高年次ゼミ」と、２年生だけで前期の半年間に実施する「基礎ゼミ」（法政基礎演習）の２種類があります。高年次
ゼミでは、本来の勉強に加えて、課外活動や旅行・コンパなど、多彩な活動を行っているゼミが多いのも魅力です。九大法学部生になったら、
是非、素敵なゼミに入って下さい！一生の思い出ができるはずです。

１. 憲法とは？
　国民主権、平和主義、基本的人権の尊重などを中心とする漠然とした内容が、高
校までの授業で習う「日本国憲法」の内容だったと思います。正直、その勉強は面白
かったでしょうか。テストに出そうなことを覚えてそのまま書くだけ、後は点がとれ
て嬉しいか、とれなくて悲しい。そんな感じではないでしょうか。しかし、実際に深
く学び始めると気づきますが、憲法の内容には一義的な「答え」がないことばかりで
す。ここで「答えが一つではないから大変…」と思えばそれまでですが、むしろそこ
には「答えが一つではない面白さ」があり、南野ゼミはまさにその「面白さ」を身に
染みて感じることができる空間であると思います。

２. 「面白さ」とは？
　毎週、報告者は自らテーマを決めて全体に予習文献を配り、他の人はその文献
を読み込んで予習してゼミに臨みます。しかし、これも「答え合わせ」をするために
ゼミを行うのではありません。各人が配布文献を中心とした予習を経て正しいと
思った主張を、報告を受けた後に展開します。答えは一通りでないため、全員が必
死に予習したとしても、至った考えが皆同じということはほぼあり得ません。だか
らこそ、ゼミの仲間と熱い議論を交わすことができ、そしてその議論自体に「覚え
てテストで点を取ること」とは比べ物にならない「面白さ」と「価値」があります。

３. 東京研修、他大学との交流も
　南野ゼミでは、毎年夏に、南野先生の幅広い人脈を活かして、東京研修、そして
他大学とのディベート合宿が実施されます。例えば昨年度、東京では、最高裁判
所、総務省、西村あさひ法律事務所、そしてTBSを訪れました。他にも最高裁判所
判事や国会議員など著名な方との面会の機会も多く、過去には、河野太郎議員や
福島瑞穂議員、ジャーナリストの田原総一朗氏とお会いした年もあります。南野
ゼミ独自の東京研修は、公務員、法曹、民間企業など様々な進路を考える上で大
変参考になります。また、他大学との合同ディベート合宿では、一橋、早稲田、慶応
の憲法ゼミとのディベート大会が開催され、これまた大変貴重な経験となります。
　「進路の参考」「貴重な経験」などという言葉を使うと堅苦しくなってしまいま
すが、何より、南野ゼミは「楽しい」です。九大法で日々一緒に勉強しているゼミ生
と東京で色々な所を回るだけでも楽しい上に、ディベート合宿では、他大学の学
生とも交流できて、喋って、笑って、刺激も受けて、心の底から「楽しい」時間を過ご
すことができます。

４. 他にも…
　南野ゼミは、夏の九重合宿やOB会、ゼミ卒業旅行（昨年は能登半島）など他にも
イベントは盛りだくさんです。毎年OB会にたくさんの先輩方が顔を出す点には、南
野先生のお人柄が反映されているといえるでしょう。ゼミの選択についても、憲法
に関心があるか否かはさておき、南野先生の人柄・信念等に惹かれてこのゼミを選ぶ人も少なくありません。また、今年7月にAKB48の内
山奈月さんとの共著で『憲法主義』（PHP研究所）を出版されて話題となっている南野先生ですが、最近はテレビ出演の依頼も多く、今年6月
には、集団的自衛権に関する取材のために、臨時南野ゼミが開かれるなんてこともありました。また、以上の特別なイベントの存在に加え、
忘れてはならないのは、毎週のゼミ後に行く食事や飲み会です。お忙しい先生もしばしば参加して下さり、そこでのくだらない会話や真面目
な会話も、ゼミ全体の絆を深めるきっかけとなり、毎週の楽しみとなっています。
　最後に、南野ゼミに入ると、ゼミの予習文献の量に最初は驚くかもしれません。ただ、気付かぬうちに多くの文献を読むことに慣れて理解
できるようになることは、後に大きな自信となっていきます。また、その予習があるからこそ議論の「面白さ」を感じることができ、ゼミ以外
の「楽しい」時間もより楽しくなります。その「面白さ」や「楽しさ」を是非皆さんにも感じて頂きたいと思います。

１. 刑法とは？
　皆さんにとって刑法とはどのような法律でしょうか。よく耳にするのは殺人

罪、傷害罪、窃盗罪といった「○○罪」の名称で知られるものでしょう。例えば

殺人罪は刑法の第199条に「人を殺した者は、死刑又は無期若しくは五年以

上の懲役に処する。」と規定されています。ここで皆さんは「ふーん、人を殺すと

こういった刑罰が科せられるんだな」としか感じないかもしれません。しか

し、お腹の中にいる赤ちゃんは「人」に当たるのでしょうか、瀕死の人を見捨

てた場合に「殺した」と言えるのでしょうか。条文には「人を殺した」としか規

定はされていませんが、様々な論点が現れる中で、それをどう解釈して解決す

るかを検討することも刑法の醍醐味の一つです。

2. 井上ゼミでは何をしているのか
　私たち井上ゼミでは、毎週金曜日に具体的な事例問題について報告者（3～

4人）がそれぞれ答案を作成し、それを基にゼミのメンバーで議論をしています。

　ある週の事例問題を紹介します。

　「公園を散歩していたXは、いきなりYにナイフで切りかかられた。Xは咄嗟

に身をかわした後、早足でその場を離れようとしたが、YはそれでもなおXを

攻撃しようとナイフを持って追いかけてきた、その一部始終をみていた通行

人Zは、このままではXがやられてしまうと思い、かたわらにあった農作業用

のスコップをXに手渡した。ナイフを振りかざして襲ってくるYに対して、XはZ

から受け取ったスコップを使って反撃、Yの右手を打ち据えて打撲傷を負わ

せた上で、Yからナイフを奪い、スコップとともに近くにあった池の中に投げ

捨てた。ナイフを奪われたYはもはや攻撃の意思を喪失していたが、Xは、引き

続き興奮状態にあって、その後も素手でYの顔面を殴り続け、Yに頭蓋骨骨折

の重傷を負わせた。この場合、X、Y及びZの行為は刑法上どのように評価され

るか。」

　皆さんはこの問題を読んで、どのような感想を抱くでしょうか。「Xは可哀想

だな。でもさすがにやり過ぎだ」「Yは自業自得だな」「Zは他にできることはな

かったのかな」などの感想を抱くかもしれません。ゼミでは、こうした問題につ

いてそれぞれの人物が「○○罪に当たる」と検討し議論をすることで、様々な

知識を深めるという流れになっています。

3. その他の活動
　学生の本分は勉強ですが、それだけがゼミの活動ではありません。大学の研

修所を利用した合宿、ゼミ旅行、ゼミ後の食事会や飲み会など、様々な活動を

通じてゼミ内部ないしは他のゼミとの交流を深めています。ちなみにゼミ合宿

は例年大分県の九重にある研修所を利用して、（問題の検討は勿論ですが）

BBQや飲み会なども実施しています。また、去年のゼミ旅行では広島県を2泊

3日で楽しみました。ゼミ内部の交流を深めることで、議論での発言も増え活

発なゼミとなっています。

4. 最後に
　色々と小難しい話もしてしまいましたが、大学という場は高校までと違って

自分の頭で「考え」ることができる場です。また、自分自身が納得するまで頭を

使い、その「考え」を他人に話して更に理解を深めることができる場でもあり

ます。理解を深めるための対話ができる友人を得ることができるのも大学の醍

醐味です。是非私たちと共に対話し、自分だけの「考え」を確立してみませんか。

井 上 ゼ ミ

南 野 ゼ ミ

刑法

憲法

国会議事堂見学

ディベート合宿

福島みずほ議員と面談

ゼミ卒業旅行（台湾）
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　みなさんは、「台湾の法律を勉強する」と聞いてどのようなイメージを持ち

ますか。「日本の法律ですら今から勉強するのに、他の法律を勉強するなんて

大変そう」と思われる方が多いのではないかと思います。

　「台湾法」の特徴としては、諸外国の法を学習する場合とは異なり、「教科書

がない」ということが挙げられます。フランスの法を学ぶとき、中国の法を学

ぶときは書店や図書館で教科書を見つけたり、法学部で開講されている「比

較法」や「中国法」の講義を受けたりすれば、自分で学習することができます。

しかし、「台湾法」の場合はそうはいかず、普通に法学部の授業を受けている

だけでは、台湾の法制度について知ることはほとんどありません。

　そこで「台湾について学生は何も知らないのではないか……！」と危惧され

た西先生は、今年度台湾法ゼミを開講され、学部生12人（3年生4人・4年生

8人）と院生1人、西先生の計14人で、台湾の歴史から法制度までをじっくりと

学んでいます。

【活動内容】
・前期
　法制度を勉強する前に、台湾について各自が一定の知識を持っておく必要

があります。そこで、前期は歴史についての本と政治についての本を一冊ずつ

輪読しています。毎週1人ずつ、割り当てられた発表箇所についてレジュメ（本

の内容を簡単に要約した文書）を作成し、疑問点などを洗い出したうえで発

表を行います。そして発表者以外も疑問点を挙げ、課題図書以外の文献などか

ら得た知識も踏まえながら、疑問点に対する各自の意見をぶつけあいます。

最近では、台湾の「総統」の選挙制度について議論しました。本を読んでも理解

できない制度や考え方があるため、議論が行きづまった所を見計らって、先生

の解説が入ります。それまでは学生だけで議論を進めていきます（議論の司会

進行も学生で行います！）。

・後期
　前期で得た知識を踏まえて、後期は各自の興味のある法分野で１つテーマ

を決め、ゼミ論文を作成していきます（九大法学部には「卒論」という制度はな

く、4年生にとっては、この「ゼミ論」が「卒論」にあたります）。そこで、後期の

ゼミでは、各自の論文テーマについての発表を行っていく予定です。また、年末

には「ゼミ旅行」で実際に台湾に行く予定になっています！

【ゼミ生について】
　西ゼミは他のゼミと比べて人数は少なめです。そのため、名前を覚えきれな

い、といったこともなく、ゼミ以外でも先輩後輩関係なく会話するくらい仲が

良いです。先生がイベント好きで積極的に参加してくださるということもあり、

ゼミ後には食事会や飲み会が企画され、更にゼミ生同士の仲を深めています。

最初の飲み会では、先生行きつけのカレー屋さんでおいしいインドカレーと

ナンをごちそうになりました。

　ゼミを選んだ理由は、元から台湾の法制度について興味のあった、という

人もいれば、先生の学部での講義（「東洋法制史」や「外国法律書講読（中国

語）」）が面白かったから選んでみた、という人まで様々です。なぜかほとんど

が公務員志望者のため、飲み会や食事会では、学内の公務員講座の内容や公

務員試験のことについて、4年生から3年生にアドバイスが行われている姿が

よく見られます。

　ゼミの先輩・後輩のつながりや、同級生同士のつながりは一生ものだとい

います。入学後、いろいろな分野に興味の幅は広がることだと思いますが、西ゼ

ミでは「台湾」を通じたつながりを持ってくれるみなさんをお待ちしています！

西 ゼ ミ

基礎ゼミ（法政基礎演習）

　行政学というあまり聞き慣れない分野を勉強するこの法政基礎演習嶋田

クラスでは、『地方自治の制度と実際』というテーマで地方自治に焦点を当て

た学習をしています。政府と地方自治体の関係、自治体の政策、住民参加など

についてその重要性と現状の把握、そして物事を多面的に考え解決する力を

身に付けることを目的としています。地方自治という、メディアからの情報し

か知らなかったようなテーマを専門的に学ぶことで、多くの発見と納得と難

しさを得ています。

【授業の流れ】
　学期に2～3冊の本を通読し、章ごとの担当者が章の概要とそれに関する

ゼミで発表します。その後嶋田先生やTA（ティーチングアシスタント：学生に

よる授業運営のお手伝い）の先輩方のフォローやアドバイスを頂きつつ、疑問

点や課題について議論をします。意見や質問によってどんどん議論が活発化

する、熱い時間です。問題解決のため毎回のレジュメの担当者には議論の基盤

となる、正確でピンポイントな情報の準備が求められるのが難しくも面白い

点です。

【ゼミの魅力】
　法政基礎演習嶋田クラスは、授業中は真面目に議論をし、また学生同士や

学生と先生の繋がりを大切にするゼミです。授業では、本を読んだ上で疑問に

思ったことに関して調べ、その上で意見をまとめねばならず大変です。しかし

先生が毎回真剣に意見してくださるのでとてもやりがいが感じられます。ま

た、学生と先生、TAの先輩方との交流も多く、授業に限らず様々な話を聞くこ

とができます。学ぶ時はしっかり学ぶ、遊ぶ時はしっかり遊ぶをモットーに、授

業や合宿などでの先生、先輩方との交流を通じて、一緒に学べる良い「仲間」

を得ることができるゼミです。

嶋 田 准 教 授 ク ラ ス

【開講クラス一覧】
No.

最高裁判所民事判例の読み方

事例を通じて考え・学ぶ民法

国際社会における法と政治

地方自治の制度と実際

法学・政治学の前提を問う

デモクラシー・公共性・地域自治

刑事実務演習

思考する民事法・刑事法

行政法入門――最高裁判例を素材として

事例に学ぶ国際法入門

近代日本の戦争と外交の歴史について考える――日中関係を中心に

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

講義題目（演習）名

（2014年度）

台湾法 行政学
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Q&A

Q&A九大法学部ってどんなところ？
高校生の皆さんの疑問に現役法学部生がお答えします！

先輩から
ひとこと

•何だかんだで旧帝大の１つであることは誇りです！
•ゼミがたくさんあるのは他ではあまりないと思います。自分
の頭で考えて発言することにチャレンジしてください！
•九州から、全国から、色んな学生がやってきて楽しいです。
•先生方との距離が近いです！気軽に質問できたり、一緒に
コンパで盛り上がったりしてます！
•民間企業だけでなく公務員や法曹など色々な進路に先輩
がいるので、貴重なお話が聴けることも。

Q.なぜ九大法学部を選んだのですか？特色は？

A.私が九州大学法学部を志望

した理由は、大学での4年間を

通じて自分の可能性を最大限に

広げることができると考えたか

らです。九州大学法学部では学

科、専攻のような学問分野相互

の垣根を越えて、誰もが法律学

や政治学、社会学といった様々

な分野から、自分の関心のあるテーマを自由に選択して学ぶ

ことができます。つまり、法学部はあなたの潜在能力を最大限

に引き出し、ありとあらゆる選択肢を提供してくれるのです。卒

業された先輩方の進路が、研究者、教師、裁判官や弁護士など

の法曹、国・地方公共団体の公務員、諸業種にわたる民間企業

など多種多様なものになっていることからも伺えます。確固た

る将来像を胸に法学部を志望される方はもちろんですが、まだ

自分の将来の進路がはっきり決まっていない方でも、法学部で

の学生生活が有意義なものになることは間違いありません。

九州大学法学部での高レベルかつ柔軟な教育環境のもと、自

分の可能性を大きく羽ばたかせてみませんか。

A.学年ごとにかなり違います。

1年生は基幹教育の授業なので、

理系の科目も含め好きな授業

が取れます。キャンパスが離れ

ているので、真面目に単位を

とっておかないと、2年生以降に

大変です（笑）。

　法学部の専攻の授業が始まる

と、法学や政治学の講義を履修

することができます。履修の選択の幅は広いので、好きな講義

を選んで履修するということができます。さらに3年生からは本

格的にゼミが始まり、より深く学ぶことができます。

　以下に2014年度の1年～3年の時間割の例を掲載してい

ます。

Q.大学生の時間割ってどんな感じですか？

月

2

1

3

4

5

火 水 木 金

ドイツ語

法学入門

日本教育史

スポーツ演習

学術英語

学術英語

社会思想史

ドイツ語

課題協学

課題協学

政治学入門

〈１年前期〉

8：40

10：10

10：30

12：00

13：00

14：30

14：50

16：20

16：40

18：10

月

2

1

3

4

5

火 水 木 金

行政法Ⅱ

民法Ⅳ

刑事訴訟法

台湾法演習

労働法

刑事政策

中国法

中国語

刑事訴訟法

西日本新聞
特殊講義Ⅰ

民法Ⅳ

中国法

行政法Ⅱ

労働法

刑事政策

〈３年前期〉

8：40

10：10

10：30

12：00

13：00

14：30

14：50

16：20

16：40

18：10

月

2

1

3

4

5

火 水 木 金

ドイツ語Ⅲ

地球科学Ⅲ

英語Ⅳ

科学史

民法Ⅰ

法政基礎演習

憲法Ⅰ

刑法Ⅰ

　 英語 　

〈２年前期〉

8：40

10：10

10：30

12：00

13：00

14：30

14：50

16：20

16：40

18：10

日本人学生を対象にグローバルな
人材の育成を目指します

九州大学法学部　ＧＶプログラム2015年スタート

　九州大学法学部は、2015年度から、日本人学生を対象に、グローバ
ル人材の育成を目指して、英語による教育を重視した学士・修士一貫国
際ビジネス法プログラム「GV（Global Vantage）プログラム」を設置
します。
　GVプログラムは、法学部プラス修士課程（LL.M.）の実質5年間で、
「グローバル・ローヤー」を育成します。ここでいう「グローバル・ロー
ヤー」とは、「各国の法
律家に互して、英語で交
渉し、契約書を起草し、
各国での法適合性を調
査し、国際ルールの策
定に参加するなど、国際
ビジネスの最先端で活
躍する人材」です。

アントレプレナー
シップ入門

遙かなる宇宙
へのいざない

英語プレゼン
テーションⅠ

健康・スポーツ科学
バドミントン

地球と宇宙の
科学

大学で学ぶ
意義

身の回りの
物理学
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日本人学生を対象にグローバルな
人材の育成を目指します

九州大学法学部　ＧＶプログラム2015年スタート

　九州大学法学部は、2015年度から、日本人学生を対象に、グローバ
ル人材の育成を目指して、英語による教育を重視した学士・修士一貫国
際ビジネス法プログラム「GV（Global Vantage）プログラム」を設置
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　GVプログラムは、法学部プラス修士課程（LL.M.）の実質5年間で、
「グローバル・ローヤー」を育成します。ここでいう「グローバル・ロー
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律家に互して、英語で交
渉し、契約書を起草し、
各国での法適合性を調
査し、国際ルールの策
定に参加するなど、国際
ビジネスの最先端で活
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シップ入門

遙かなる宇宙
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科学

大学で学ぶ
意義

身の回りの
物理学
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Q&A LPセミナー

Q.どんな部活やサークルがありますか

A.部活では体育会系は七大戦

（北海道大学・東北大学・東京大

学・名古屋大学・京都大学・大阪

大学・九州大学が参加する学生

自身が運営する最大規模の大

会）等を目指し、文化系は各種発

表会や演奏会を目指してしっか

り練習をしていきます。

九大フィルハーモニーオーケストラ

　サークルは自由に楽しく参加

することを目的としているとこ

ろが多いようです。目的や種類

も様々なサークルがあるので自

分にあったところを探すことが

できるのも利点です。

　ここでは２つピックアップし

てみます。

　紙面の中からこんにちは。今回、九大フィルハーモニーオー

ケストラ（九大フィル）を紹介するにあたり、せっかくなので現

役部員の生の声を届けたく、実際にインタビューしてみました。

Q1.なぜフィルへ？
A1.高校で吹奏楽部に所属し、トランペットを続けたかったか

ら。オーケストラという新たな形式にも惹かれたから。 

Q2.楽器とそれをはじめたきっかけはいかに
A2.幼少期からピアノを習っており、音楽全般への興味があっ

たから。トランペットを始めたのは、目立ちかっこよいと思った

から。

Q3.未経験者でも大丈夫でしょうか…？
A3.大丈夫です！管楽器は少ないけれど、弦楽器は毎年未経験

者が入っています。 

Q4.入る前と入った後との印象のちがいは？   
A4.入る前に考えていたよりも忙しい。 

Q5.メインの演奏活動以外にはどのような活動を？
A5.外部との企画演奏会への出演、中学生への演奏指導、依頼

演奏など。 

Q6.フィルのメンバーとフィルでなにをしたいですか？
A6.もちろん、いい演奏を！

Q7.あなたにとってフィルとはどういう存在ですか？
A7.大学生活の多くを捧げているところ。捧げる価値のあると

ころ。 

Q8.さいごに一言 
A8.次回の定期演奏会は、2014年12月15日（月）に、アクロス

福岡にて行われます！詳しくはHPまで！

　いかがでしょうか。２年生の合屋さん、ご協力ありがとうご

ざいました!!

応援団

　押忍！応援団は主に各競技を応援したり、大学の式典等で演

舞を披露したりといった活動をしています。年間を通して九州内

外を問わず全国各地で活動を展開し、充実した大学生活を送れ

ること間違いありません。応援団はリーダー部と吹奏部で構成

しており、大多数が初心者です。「九大を応援したい」「楽器を始

めたい」「とにかく何かに熱くなりたい」という人は大歓迎です。

　なお、現在、団員の3割以上は法学部の学生です。法学部志望

の君たちには特にお薦めの部活と言えましょう。来年4月の入

団をお待ちしています。

法曹（弁護士・裁判官・検察官）と共に
「生きた法」を学ぼう。

模擬裁判を経験して
（当日のアンケートより）

　九州大学法学部の教員と学生からなる『九州大学法政学会』
では、毎年、弁護士・裁判官・検察官を講師として招いて、「ロー・
アンド・プラクティス・セミナー（略称LPセミナー）」を開催してい
ます。プラクティスとは、法の実践を意味する言葉ですが、学生の
皆さんにとっては、現役の法律実務家の実体験に基づいた講義
を聴き、「生きた法」を学ぶ絶好の機会と言うことができます。ま
た、このセミナーは、20年あまりの実績をもち、他の大学にはな
い九大法独自の試みとして、高く評価されています。
　講義の終わりには、その締めくくりとして、法律実務家と手造
りの模擬裁判という企画も準備しています。
　学生の皆さんは、このセミナーに参加することによって、法の
実際の運用や法律家の仕事の面白さに触れることができます。ま
た、将来、法科大学院への進学を考えている学生にとっても、主体
的な参加を通じて有益な示唆が得られることと思います。

LPセミナー
（ロー・アンド・プラクティス・セミナー）

●2014年講義予定
講義名

上田竹志 准教授

裁判官（福岡地方裁判所）

弁護士（福岡県弁護士会）

弁護士（福岡県弁護士会）

裁判官（福岡地方裁判所）

検察官（福岡地方検察庁）

弁護士、教員

オリエンテーション

民　　事

刑　　事

民　　事

刑　　事

刑　　事

模擬裁判

担当者

●民事裁判に関する学術的・実務的知識を得ることができた。
模擬裁判に参加するまでは、証明責任や要件事実、間接事実
や釈明権などの概念は、曖昧なもの、分からないものであっ
たが、終わってみると（体系的にとまではいかないが）理解す
ることができた。また、尋問の実務的手法というものの一端
がわかった気がしたし、裁判官チームの一員として、民事訴訟
法、民事訴訟規則（特に尋問部分）をよく理解することが出来
たと思う。特に、尋問の順番、質問の制限事由、宣誓について
はよく調べた甲斐あって、裁判官として臨んだ模擬裁判で上
手く処理することが出来たと思う。今回の民事模擬裁判で得
た経験、知識のおかげで、今後の民事訴訟法の学習が楽しみ
になった。

●今回、被告側の証人として模擬裁判に参加した。裁判の手続
に参加することはなかったが、当事者として尋問を経験でき
たことはとても貴重だった。返答に困ったり、矛盾したことを
言ったりする場面があり、自分の準備不足を痛感した。しか
し、準備期間は証人チーム、被告代理人と話し合いを行い、充
実した時間が過ごせた。機会があれば弁護士や裁判官の役、
刑事事件の模擬裁判なども経験できたらと思う。

●約1か月半、準備をしてきましたが、本番も準備もとても勉強
になりました。準備の段階では資料を何度も読み込み、自分
たちでまとめ、分からない部分は話し合ったり、調べたり、弁護
士の先生にご指導いただいたりしながら、一生懸命取り組む
ことができました。賃貸借に関する法律やその解釈に始まり、
民事訴訟の手続きや裁判の流れ、弁護士や裁判官の方の仕事
内容、そして弁護士の方の考え方など、本当にたくさんのこと
を学び吸収することができました。私は裁判官チームだった
ので、本番は事前の勉強を信じて、的を絞って聞けばよいだけ
のはずでしたが、模擬裁判とはいえ、法廷の厳格な雰囲気に
とても緊張しました。この緊張感も含めて、身体で学べたよい
経験だったと思います。
　この模擬裁判で得た知識、体験、人間関係を糧に今後の学
習にも励んでいきたいと思います。

検索九州大学応援団

検索九大フィル
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教員紹介

国際政治学
カズオ・イシグロ『日の名残り』
さりげなく「政治」の教訓が刻ま
れています。

1.
2.
3.

大賀　　哲 OGA
TORU

政治理論
エーデルマン『政治の象徴作用』
社会や政治は複雑で分かりに
くいところがありますが、それ
だけに本をたくさん読み、まわ
りの人と議論し、自分の考えを
深めて下さい。

1.
2.
3.

大河原伸夫 OKAWARA
NOBUO

政治理論・比較政治学
渡部昇一『知的生活の方法』
（講談社現代新書）
「学んだことの証しは、ただ一つ
で、何かがかわることである。」
（林竹二）

1.
2.

3.

岡崎　晴輝 OKAZAKI
SEIKI

憲法
山室信一『法制官僚の時代』
活気にあふれるこの九州大学
で、大きく羽ばたいて頂けるこ
とを願っています。

1.
2.
3.

赤坂　幸一 AKASAKA
KOICHI

民法・ドイツ民法の歴史
大久保泰甫『日本近代法の父　ボ
ワソナアド』（岩波新書,1977）
法律は、無味乾燥な暗記だけの
学問ではありません。法律を文化
と歴史の中で眺めてみると、こ
んなに面白い学問はありません。

1.
2.

3.

赤松　秀岳 AKAMATSU
HIDETAKE

社会保障法
マリオ・バルガス＝リョサ（著）
田村さと子（訳）『楽園への道』
（河出書房新社）
自分を信じて、大きな夢を追い
かけましょう！

1.
2.

3.

笠木　映里 KASAGI
ERI

商法
サイモン・シン青木薫（訳）
『フェルマーの最終定理』
（新潮社）
お待ちしております。

1.
2.

3.

笠原　武朗 KASAHARA
TAKEAKI

行政法、司法制度
川喜田二郎『鳥葬の国：秘境ヒマラヤ
探検記』（講談社学術文庫）
受験勉強のしすぎなのか、学校や親族
が甘やかしているのか、同世代の外国
の学生に比べて一般に幼い感じがし
ます。ほんとうの勉強・学習のための
基礎知識の充実を望みます。

1.
2.

3.

木佐　茂男 KISA
SHIGEO

政治学史
坂口安吾『堕落論』
「本物」を目指してください。

1.
2.
3.

木村　俊道 KIMURA
TOSHIMICHI

政治史
鶴見良行『バナナと日本人』
（岩波新書）
今の感性、正義感、そして疑問
を忘れず、大事にしてください。

1.
2.

3.

熊野　直樹 KUMANO
NAOKI

民法
二木雄策『交通死』（岩波新書）
教育は未来への投資です。元本
保証はありません。

1.
2.
3.

小池　　泰 KOIKE
YASUSHI

国際私法
ミラン・クンデラ
『存在の耐えられない軽さ』
日本を外から眺めてみよう。

1.
2.

3.

河野　俊行 KONO
TOSHIYUKI

知的財産法、文化政策と法
中村良夫『風景学入門』
（中公新書、1982年）
物事を多角的かつ批判的に観
察し、その本質を見抜く「眼力」
を、大学生活をとおして身につ
けて下さい。

1.
2.

3.

小島　　立 KOJIMA
RYU

法哲学・法思想史
カミュ『ペスト』
悉有仏性

1.
2.
3.

酒匂　一郎 SAKO
ICHIRO

民法
高校生におすすめの恋愛アニメ
『秒速５センチメートル』
（新海誠,2007）
美しい絵を見て美しい音楽を聴
いて美しい心の友達をたくさん
作ってください。

1.
2.

3.

七戸　克彦 SHICHINOHE
KATSUHIKO

行政学
ツルーゲーネフ『ルーヂン』
（中村融訳）岩波文庫、1961年。
単純な二分法や割り切った理解で
済ませるのではなく、物事の二面
性に留意しつつ、多様な観点で物
事を見れるようになってください。

1.
2.

3.

嶋田　暁文 SHIMADA
AKIFUMI

商法
苅谷剛彦編著『いまこの国で大
人になるということ』
（紀伊國屋書店）
Art is long, life is short.

1.
2.

3.

ローマ法
冨谷至『韓非子：不信と打算の現実主
義』（中公新書,2003）
『韓非子：不信と打算の現実主義』を
読み、BC３世紀中国の「法」イメージ
は過去のものか、近代日本が選択し
たヨーロッパ法は社会にあったもの
だったか、などと思いを巡らしてみて
下さい。

1.
2.

3.

五十君麻里子 IGIMI-
MARIKO

政治学
小熊英二『日本という国』
(理論社)
大学に入る前に世界史と日本史
とアルバイトをやってください。

1.
2.

3.

出水　　薫 IZUMI
KAORU

民法
穂積陳重『法窓夜話』
“Today is the first day of the 
rest of your life.”

1.
2.
3.

五十川直行 ISOGAWA
NAOYUKI

刑法
ウィリアム・パウンドストーン
『パラドックス大全』
抱いた疑問はそのままにせず、
徹底的に考えてみましょう。法
的思考を身につけると、新たな
発見があるかもしれません。

1.
2.

3.

井上　宜裕 INOUE
TAKAHIRO

 紛争管理論、法社会学
 岡倉覚三『茶の本』岩波文庫 
自分の直感を大切にするため
にも、自分の殻を破るための精
進を。

1.
2.
3.

入江　秀晃 IRIE
HIDEAKI

商法
佐藤信『60年代のリアル』
(ミネルヴァ書房,2011）
ファイト！

1.
2.

3.

上田　純子 UEDA
JUNKO

民事訴訟法
福沢諭吉『福翁自伝』
(岩波文庫)
ともに学びましょう。

1.
2.

3.

上田　竹志 UEDA
TAKESHI

ヨーロッパ私法（特に消費者法）、
比較私法
Wrbka, European Consumer 
Access to Justice Revisited
Den Mutigen gehört die Welt.

1.

2.

3.

シュテファン・ヴルブカ STEFAN
WRBKA

法社会学
いしいひさいち『現代思想の遭
難者たち』（講談社,2002）
本書に限らず、いしい作品を読
んでどこまで笑えるかが、あな
たの知的基礎体力測定のバロ
メーターになります。

1.
2.

3.

江口　厚仁 EGUCHI
ATSUHITO

比較法
秋山賢三『裁判官はなぜ誤るの
か』（岩波新書,2002）
疑い得ないものは何もありま
せん。自分の頭で良く考え、疑
問を持ちながら本を読んでくだ
さい。

1.
2.

3.

遠藤　　歩 ENDO
AYUMU

国際競争法
ウィリアム・ゴールディング
『蠅の王』
自分の夢を諦めないで下さい。

1.
2.

3.

スティーヴン・ヴァンアーツル STEVEN
VAN

UYTSEL

荒　　達也 ARA
TATSUYA

政治学史
トクヴィル『アメリカのデモクラ
シー』（岩波文庫）
時の流れの中で残ってきた古
典を読もう。

1.
2.

3.

関口　正司 SEKIGUCHI
MASASHI

刑事政策、少年法
寺田寅彦『柿の種』
自分でも気づいていない才能
の使い道を九大で一緒に考え
ましょう！

1.
2.
3.

武内　謙治 TAKEUCHI
KENJI

九大でともに
学び考えよう
九州大学法学部は、学界の第一線で活躍する数多くの優れたスタッ
フを擁しています。法と政治に関する諸問題について、学問に対する
高い志をもった学生諸君とともに議論し考察を深める機会をもつ
ことができればと思います。

1.専攻　2.おすすめの本　3.高校生へのメッセージ
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民法
鈴木孝夫『日本語と外国語』
(岩波書店)
新しいことを知ること、解らな
いことが解ることが面白いと
感じられるようになっていた
だきたいと思います。

1.
2.

3.

田中　教雄 TANAKA
NORIO

刑事訴訟法
ドストエフスキー『罪と罰』
頭でっかちにならず、小説を読
んで感性豊かな大人になってく
ださい。

1.
2.
3.

田淵　浩二 TABUCHI
KOJI

Maritime Law
ゲーテ『ファウスト』
ドストエフスキー『罪と罰』
法律を勉強する人に役立つ本
です。
自分のことを信じて！

1.
2.

3.

チャスラヴ・ペイヨヴィッチ CASLAV
PEJOVIC

行政法
松下圭一『市民自治の憲法理論』
（岩波新書）
大学では、できる限り勉強して
ほしいと思います。

1.
2.

3.

田中　孝男 TANAKA
TAKAO

知的財産法、社会ネットワークと法
ミシェル・ヌードセン=ケビン・
ホークス（福本友美子訳）
『としょかんライオン』
（岩崎書店,2007）
普遍性のある法則を見つける
力をつけてください。

1.
2.

3.

寺本　振透 TERAMOTO
SHINTO

刑事政策
山本譲司『獄窓記』（ポプラ社）
格差と排除が広がって行く社会
の中でいかにして社会的包摂と
共生を実現していくか、犯罪や
非行の問題から考えてみよう。

1.
2.
3.

土井　政和 DOI
MASAKAZU

刑事訴訟法
ロジェ・マルタン・デュ・ガール
『チボー家の人々』
（全13巻,白水Ｕブックス）
青春を謳歌してください。

1.
2.

3.

豊崎　七絵 TOYOSAKI
NANAE

西洋法制史
深田久弥『日本百名山』
（新潮文庫他）
いろいろなことに挑み、多くの
経験を積んでください。

1.
2.

3.

直江　眞一 NAOE
SHINICHI

中国法、台湾法、東洋法制史
村上淳一『〈法〉の歴史』
（東京大学出版会,1997）
常に「健全なる懐疑主義」に
立って物事を見つめなおしてく
ださい。

1.
2.

3.

西　　英昭 NISHI
HIDEAKI

商法
福沢諭吉『新訂福翁自伝』
（岩波書店）
幅広く勉強してください。法学、
政治学、経済学、経営学、社会学、
国際関係論etc.

1.
2.

3.

西山　芳喜 NISHIYAMA
YOSHIKI

労働法
Ｆ．マコート著『アンジェラの灰』
（岩波文庫）
大学では、時間をかけて真剣に、
「自分探し」をやってね。

1.
2.

3.

野田　　進 NODA
SUSUMU

民事訴訟法
とくにありません、なんでもどうぞ。
時間はたっぷりあります。工夫
して、じっくり勉強しましょう。

1.
2.
3.

堀野　　出 HORINO
IZURU

行政法
山本夏彦『完本 文語文』
（文春文庫、2003）
日々素朴な疑問を大切にしてく
ださい。

1.
2.

3.

深澤龍一郎 FUKASAWA
RYUICHIRO

Criminology
Michael Ondjaate, The English 
Patient.
The important thing is not to 
stop questioning.

1.
2.

3.

マーク・フェニック MARK
DALTON

FENWICK
刑法
ウィトゲンシュタイン『哲学探究』
迷ったときは古典に親しみま
しょう。必ず何か得るところが
あります。

1.
2.
3.

松生　光正 MATSUO
MITSUMASA

行政法
北尾トロ『裁判長！ここは懲役４
年でどうすか』（文春文庫）
学ぶことの面白さを大学で再
発見してください。

1.
2.

3.

村上　裕章 MURAKAMI
HIROAKI

政治学
道田泰司・宮元博章・秋月りす
『クリティカル進化論』
（北大路書房）
大学時代にぜひ何か打ち込め
るものを見つけてください。

1.
2.

3.

蓮見　二郎 HASUMI
JIRO

国際関係法
アントワーヌ・ド・サン＝テグジュ
ペリ『星の王子様』
これからの自分の人生にとって
真の「幸せ」とはなにかを真剣
に考えてみてください。

1.
2.

3.

韓　　相熙 HAN
SANG

HEE
国際政治、EU研究
江國香織『思いわずらうことな
く愉しく生きよ』(光文社文庫)
世界を手元に引き寄せましょう！

1.
2.

3.

八谷まち子 HACHIYA
MACHIKO

憲法
樋口陽一『比較のなかの日本国
憲法』（岩波新書）
大学は出会いの場。人と出会い、
知と出会い、素敵な人生の出発
点にしてください。

1.
2.

3.

南野　　森 MINAMINO
SHIGERU

国際法
井上ひさし『吉里吉里人』
（新潮文庫）
大きな志を持ってください。10
年後、20年後の自分をイメージ
して！

1.
2.

3.

柳原　正治 YANAGIHARA
MASAHARU

労働法
読売新聞社会部編『ドキュメント
裁判官』（中公新書,2002）
法律学は社会の病気を治す学
問です。社会のことに関心を持
ち、社会のことを知ってくださ
い。新聞を読みましょう。

1.
2.

3.

山下　　昇 YAMASHITA
NOBORU

東アジア国際関係
川島真・服部龍二
『東アジア国際政治史』
（名古屋大学出版会,2007）
少年よ、大志を抱け！

1.
2.

3.

李　　弘杓 LEE
HONG

PYO

民法
猫吉『両手のない猫、チビタ』
(ソフトバンククリエイティブ)
受験勉強、がんばってください。

1.
2.

3.

香山　高広 KAYAMA
TAKAHIRO

刑法
内田義彦『読書と社会科学』
（岩波新書）
河合幹雄『終身刑の死角』
（洋泉社新書）
アクティブに学ぶことを心がけ
てください。

1.
2.

3.

野澤　　充 NOZAWA
MITSURU

実務法学（弁護士）
野田知佑『日本の川を旅する―
カヌー単独行』(新潮文庫)
大学時代は、人生で最も時間を
自由に使うことのできる期間で
す。この機会を生かして、貪欲に
いろいろな経験をしてください。

1.
2.

3.

松井　仁 MATSUI
HITOSHI



1918

KYUSHU UNIVERSITY 2015

教員紹介

民法
鈴木孝夫『日本語と外国語』
(岩波書店)
新しいことを知ること、解らな
いことが解ることが面白いと
感じられるようになっていた
だきたいと思います。

1.
2.

3.

田中　教雄 TANAKA
NORIO

刑事訴訟法
ドストエフスキー『罪と罰』
頭でっかちにならず、小説を読
んで感性豊かな大人になってく
ださい。

1.
2.
3.

田淵　浩二 TABUCHI
KOJI

Maritime Law
ゲーテ『ファウスト』
ドストエフスキー『罪と罰』
法律を勉強する人に役立つ本
です。
自分のことを信じて！

1.
2.

3.

チャスラヴ・ペイヨヴィッチ CASLAV
PEJOVIC

行政法
松下圭一『市民自治の憲法理論』
（岩波新書）
大学では、できる限り勉強して
ほしいと思います。

1.
2.

3.

田中　孝男 TANAKA
TAKAO

知的財産法、社会ネットワークと法
ミシェル・ヌードセン=ケビン・
ホークス（福本友美子訳）
『としょかんライオン』
（岩崎書店,2007）
普遍性のある法則を見つける
力をつけてください。

1.
2.

3.

寺本　振透 TERAMOTO
SHINTO

刑事政策
山本譲司『獄窓記』（ポプラ社）
格差と排除が広がって行く社会
の中でいかにして社会的包摂と
共生を実現していくか、犯罪や
非行の問題から考えてみよう。

1.
2.
3.

土井　政和 DOI
MASAKAZU

刑事訴訟法
ロジェ・マルタン・デュ・ガール
『チボー家の人々』
（全13巻,白水Ｕブックス）
青春を謳歌してください。

1.
2.

3.

豊崎　七絵 TOYOSAKI
NANAE

西洋法制史
深田久弥『日本百名山』
（新潮文庫他）
いろいろなことに挑み、多くの
経験を積んでください。

1.
2.

3.

直江　眞一 NAOE
SHINICHI

中国法、台湾法、東洋法制史
村上淳一『〈法〉の歴史』
（東京大学出版会,1997）
常に「健全なる懐疑主義」に
立って物事を見つめなおしてく
ださい。

1.
2.

3.

西　　英昭 NISHI
HIDEAKI

商法
福沢諭吉『新訂福翁自伝』
（岩波書店）
幅広く勉強してください。法学、
政治学、経済学、経営学、社会学、
国際関係論etc.

1.
2.

3.

西山　芳喜 NISHIYAMA
YOSHIKI

労働法
Ｆ．マコート著『アンジェラの灰』
（岩波文庫）
大学では、時間をかけて真剣に、
「自分探し」をやってね。

1.
2.

3.

野田　　進 NODA
SUSUMU

民事訴訟法
とくにありません、なんでもどうぞ。
時間はたっぷりあります。工夫
して、じっくり勉強しましょう。

1.
2.
3.

堀野　　出 HORINO
IZURU

行政法
山本夏彦『完本 文語文』
（文春文庫、2003）
日々素朴な疑問を大切にしてく
ださい。

1.
2.

3.

深澤龍一郎 FUKASAWA
RYUICHIRO

Criminology
Michael Ondjaate, The English 
Patient.
The important thing is not to 
stop questioning.

1.
2.

3.

マーク・フェニック MARK
DALTON

FENWICK
刑法
ウィトゲンシュタイン『哲学探究』
迷ったときは古典に親しみま
しょう。必ず何か得るところが
あります。

1.
2.
3.

松生　光正 MATSUO
MITSUMASA

行政法
北尾トロ『裁判長！ここは懲役４
年でどうすか』（文春文庫）
学ぶことの面白さを大学で再
発見してください。

1.
2.

3.

村上　裕章 MURAKAMI
HIROAKI

政治学
道田泰司・宮元博章・秋月りす
『クリティカル進化論』
（北大路書房）
大学時代にぜひ何か打ち込め
るものを見つけてください。

1.
2.

3.

蓮見　二郎 HASUMI
JIRO

国際関係法
アントワーヌ・ド・サン＝テグジュ
ペリ『星の王子様』
これからの自分の人生にとって
真の「幸せ」とはなにかを真剣
に考えてみてください。

1.
2.

3.

韓　　相熙 HAN
SANG

HEE
国際政治、EU研究
江國香織『思いわずらうことな
く愉しく生きよ』(光文社文庫)
世界を手元に引き寄せましょう！

1.
2.

3.

八谷まち子 HACHIYA
MACHIKO

憲法
樋口陽一『比較のなかの日本国
憲法』（岩波新書）
大学は出会いの場。人と出会い、
知と出会い、素敵な人生の出発
点にしてください。

1.
2.

3.

南野　　森 MINAMINO
SHIGERU

国際法
井上ひさし『吉里吉里人』
（新潮文庫）
大きな志を持ってください。10
年後、20年後の自分をイメージ
して！

1.
2.

3.

柳原　正治 YANAGIHARA
MASAHARU

労働法
読売新聞社会部編『ドキュメント
裁判官』（中公新書,2002）
法律学は社会の病気を治す学
問です。社会のことに関心を持
ち、社会のことを知ってくださ
い。新聞を読みましょう。

1.
2.

3.

山下　　昇 YAMASHITA
NOBORU

東アジア国際関係
川島真・服部龍二
『東アジア国際政治史』
（名古屋大学出版会,2007）
少年よ、大志を抱け！

1.
2.

3.

李　　弘杓 LEE
HONG

PYO

民法
猫吉『両手のない猫、チビタ』
(ソフトバンククリエイティブ)
受験勉強、がんばってください。

1.
2.

3.

香山　高広 KAYAMA
TAKAHIRO

刑法
内田義彦『読書と社会科学』
（岩波新書）
河合幹雄『終身刑の死角』
（洋泉社新書）
アクティブに学ぶことを心がけ
てください。

1.
2.

3.

野澤　　充 NOZAWA
MITSURU

実務法学（弁護士）
野田知佑『日本の川を旅する―
カヌー単独行』(新潮文庫)
大学時代は、人生で最も時間を
自由に使うことのできる期間で
す。この機会を生かして、貪欲に
いろいろな経験をしてください。

1.
2.

3.

松井　仁 MATSUI
HITOSHI



「人間に対する温かい眼差し」をもつ優れた法律家を育成するシステム
弁護士・裁判官・検察官になるために
　現在、司法制度の抜本的な改革が、着実に行われています。裁

判員裁判の導入のほか、21世紀の日本を支える大きな司法制

度を構築するために、弁護士、裁判官および検察官という法律

家（法曹）の質を高めつつ、その数を飛躍的に増加させることを

目的とした国家的ブロジェクトが、数々の困難にもかかわらず

進行しているのです。

　2004年（平成16年）４月から、日本全国に、法科大学院とい

う名の法曹養成のための大学院（日本版ロー・スクール）が開

設され現在に至っています。

　法科大学院は、大学院のレベルに設置され、２年間（法学既

修者コース）ないし３年間（法学未修者コース）で、法曹としての

基礎的な能力を涵養することを目的とする教育機関です（修了

すれば「法務博士（専門職）」の学位が与えられます）。

　日本全国で毎年養成されるべき法曹のため原則として法科

大学院の卒業生のみが受験できる司法試験の合格者数を増加

させることにより、実働法曹人口を急速に拡大することが進行

しています。

　九州大学法学部は、これまで数多くの法曹を社会に送り出し

てきました。また、九州大学の大学院教育にも定評があり、長き

にわたり、西南日本で唯一法学政治学系の博士課程をもった国

立大学として、多数の法学研究者（大学教員等）を養成し、日本

全国の国公私立大学に送り込んできました。しかも、弁護士の

職を得た人たちに対しても、大学院修士課程で、より高度の法

と政治に関する専門教育を行ってきました。

　そのような実績を基礎に、九州大学法科大学院は、新たな社

会的な要請にも応えるために、西南日本では最も大きな規模

の教育システムとしました。2004年４月の開校以後、2013年

9月現在までのところ、300名の修了生が司法試験に合格し、判

事・検事・弁護士・司法修習生として次のステージを歩みはじめ

ています。九州大学法科大学院は、複雑かつ多様化・国際化した

社会状況のなかで、正義と公正に対する鋭い感受性をもち、社

会事象に対する幅広い観察力を基礎とする創造的な紛争解決

能力を備えた法律実務家を養成したいと考えています。そこで

は、日本全国における地域社会の人々の間に根ざし、しかも、他

者に対する温かい眼差しで「社会生活上の医師」として活躍で

きる法律家だけでなく、語学力にも優れ、グローバルな視点か

ら世界的に活躍し、法と正義の伝道者となり得る国際法曹を育

成することをも視野に入れた教育課程を用意しています。そし

て、これらの目的を実現するため、学界・実務界の第一線で活躍

している多数の教授・准教授を教員として配置しています。さら

に、現在、福岡市が裁判所・検察庁・弁護士会館を誘地する計画

の九大六本松跡地地区へ将来法科大学院のキャンパスを移転

する構想も正式に動き出しました。

　九州大学法学部に入学された皆さんは、法科大学院への進

学をぜひ考えてみてください。九州大学法学部では、将来の法

曹を目指す学生のニーズに的確に応えることができるような

幅広い法と政治の基礎教育の場を用意しています。社会が複雑

化し、かつ価値観が多様化した現代社会では、社会の様々な局

面で、法律家の役割がますます重要になっています。九州大学

法科大学院は、正義と公正に対する感受性が強く、しかも、公的

な利益の保護や他者のために献身的に取り組むことができる

意欲ある学生諸君の挑戦を待ち望んでいます。

「九州大学法科大学院」の紹介
法学・政治学を極めたい皆さんへ──大学院進学のススメ

　九州大学には、法曹（弁護士、裁判官、検察官）を養成するため

の大学院法務学府（法科大学院）だけでなく、法学・政治学の研

究者や高度専門職業人を養成するための大学院法学府が設置

されています。法曹を目指す人は、大学卒業後、大学院法務学府

に進学することになりますが、法学・政治学の研究者を志す人や、

法学・政治学の専門知識を活かした職業に就くことを考えてい

る人は、大学院法学府に進学することになります。

　大学院法学府では、演習（ゼミナール）への参加や論文の執筆

を通じて、法学・政治学のさらなる研鑽を積むことができます。

長い伝統を誇る大学院法学府（旧・法学研究科）は、大学・研究

所だけでなく、社会のいたるところで活躍する数多くの修了生

を輩出しています。

　２年間の修士課程には、後述する「国際コース」のほか、法学・

政治学の高度な専門知識を習得し、社会で活躍する人材を養成

する「専修コース」と、法学・政治学の研究者を養成する「研究者

コース」があります。いずれのコースでも、少人数の演習に参加

し、法学・政治学の専門書を読み、議論を闘わせることになりま

す。こうしたコースワークに加えて、２人の指導教員の助言を受

けつつ、自分の選んだテーマに関する修士論文を書くことにな

ります。コースワークを終え、修士論文の審査に合格すると「修

士（法学）」の学位が授与されます。

　修士課程修了後、「専修コース」の学生は、民間企業や行政機

関などで法学・政治学の専門知識を活かした仕事に就くことが

想定されていますが、「研究者コース」の学生は、さらに３年間

の博士後期課程に進学することになります。博士後期課程でも、

コースワークはありますが、中心になるのは、なんといっても博

士論文の執筆です。膨大な文献を渉猟し、それらを乗り越える

新知見を示す博士論文を書くのです。博士論文の審査に合格す

ると、はれて「博士（法学）」の学位が授与されます。博士後期課

程修了後は、大学・研究所などで教育・研究に従事することが想

定されており、実際、数多くの修了生が全国各地の大学で教鞭

をとっています。

　なお、大学院法学府には、英語で授業を行い国際的に活躍す

る人材を養成する「国際コース」も設置されており、さまざまな

国からの留学生が英語による授業を受けています。もちろん、

日本人学生も「国際コース」に入学することが可能です。

　皆さんのなかには、すでに大学院進学を考えている人もいる

かもしれません。そうした人にとっては、大学院大学に入学する

ことは、たいへん有益でしょう。すでに学部段階で、大学院進学

を見越したプログラムが組まれているからです。とりわけ、英語、

ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語で書かれた文献を読む授

業の充実ぶりは、大学院大学ならではです。また、日本語だけで

なくさまざまな言語で書かれた膨大な専門書（約400万冊）が

所蔵されているため、いちはやく法学・政治学の専門的研究に

取り組むことも可能です。さらに、多くの大学院生と接する機会

が多いことも見逃せません。修士課程・博士後期課程で学んで

いる先輩たちと日常的に接することは皆さんの知的刺激となり、

学問への意欲をさらに高めてくれるでしょう。

　法学・政治学を学ぼうとしている皆さん。ぜひ大学院進学ま

で視野に入れたうえで、学部を選択してみてください。

「九州大学大学院法学府」の紹介

法学部
学士課程４年

法学府
修士課程２年

法務学府（法科大学院）
2年／３年

法学府
博士後期課程３年

民間企業・公務員等 大学・研究所等 法 曹
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大学院案内 ロースクール案内



「人間に対する温かい眼差し」をもつ優れた法律家を育成するシステム
弁護士・裁判官・検察官になるために
　現在、司法制度の抜本的な改革が、着実に行われています。裁

判員裁判の導入のほか、21世紀の日本を支える大きな司法制

度を構築するために、弁護士、裁判官および検察官という法律

家（法曹）の質を高めつつ、その数を飛躍的に増加させることを

目的とした国家的ブロジェクトが、数々の困難にもかかわらず

進行しているのです。

　2004年（平成16年）４月から、日本全国に、法科大学院とい

う名の法曹養成のための大学院（日本版ロー・スクール）が開

設され現在に至っています。

　法科大学院は、大学院のレベルに設置され、２年間（法学既

修者コース）ないし３年間（法学未修者コース）で、法曹としての

基礎的な能力を涵養することを目的とする教育機関です（修了

すれば「法務博士（専門職）」の学位が与えられます）。

　日本全国で毎年養成されるべき法曹のため原則として法科

大学院の卒業生のみが受験できる司法試験の合格者数を増加

させることにより、実働法曹人口を急速に拡大することが進行

しています。

　九州大学法学部は、これまで数多くの法曹を社会に送り出し

てきました。また、九州大学の大学院教育にも定評があり、長き

にわたり、西南日本で唯一法学政治学系の博士課程をもった国

立大学として、多数の法学研究者（大学教員等）を養成し、日本

全国の国公私立大学に送り込んできました。しかも、弁護士の

職を得た人たちに対しても、大学院修士課程で、より高度の法

と政治に関する専門教育を行ってきました。

　そのような実績を基礎に、九州大学法科大学院は、新たな社

会的な要請にも応えるために、西南日本では最も大きな規模

の教育システムとしました。2004年４月の開校以後、2013年

9月現在までのところ、300名の修了生が司法試験に合格し、判

事・検事・弁護士・司法修習生として次のステージを歩みはじめ

ています。九州大学法科大学院は、複雑かつ多様化・国際化した

社会状況のなかで、正義と公正に対する鋭い感受性をもち、社

会事象に対する幅広い観察力を基礎とする創造的な紛争解決

能力を備えた法律実務家を養成したいと考えています。そこで

は、日本全国における地域社会の人々の間に根ざし、しかも、他

者に対する温かい眼差しで「社会生活上の医師」として活躍で

きる法律家だけでなく、語学力にも優れ、グローバルな視点か

ら世界的に活躍し、法と正義の伝道者となり得る国際法曹を育

成することをも視野に入れた教育課程を用意しています。そし

て、これらの目的を実現するため、学界・実務界の第一線で活躍

している多数の教授・准教授を教員として配置しています。さら

に、現在、福岡市が裁判所・検察庁・弁護士会館を誘地する計画

の九大六本松跡地地区へ将来法科大学院のキャンパスを移転

する構想も正式に動き出しました。

　九州大学法学部に入学された皆さんは、法科大学院への進

学をぜひ考えてみてください。九州大学法学部では、将来の法

曹を目指す学生のニーズに的確に応えることができるような

幅広い法と政治の基礎教育の場を用意しています。社会が複雑

化し、かつ価値観が多様化した現代社会では、社会の様々な局

面で、法律家の役割がますます重要になっています。九州大学

法科大学院は、正義と公正に対する感受性が強く、しかも、公的

な利益の保護や他者のために献身的に取り組むことができる

意欲ある学生諸君の挑戦を待ち望んでいます。

「九州大学法科大学院」の紹介
法学・政治学を極めたい皆さんへ──大学院進学のススメ

　九州大学には、法曹（弁護士、裁判官、検察官）を養成するため

の大学院法務学府（法科大学院）だけでなく、法学・政治学の研

究者や高度専門職業人を養成するための大学院法学府が設置

されています。法曹を目指す人は、大学卒業後、大学院法務学府

に進学することになりますが、法学・政治学の研究者を志す人や、

法学・政治学の専門知識を活かした職業に就くことを考えてい

る人は、大学院法学府に進学することになります。

　大学院法学府では、演習（ゼミナール）への参加や論文の執筆

を通じて、法学・政治学のさらなる研鑽を積むことができます。

長い伝統を誇る大学院法学府（旧・法学研究科）は、大学・研究

所だけでなく、社会のいたるところで活躍する数多くの修了生

を輩出しています。

　２年間の修士課程には、後述する「国際コース」のほか、法学・

政治学の高度な専門知識を習得し、社会で活躍する人材を養成

する「専修コース」と、法学・政治学の研究者を養成する「研究者

コース」があります。いずれのコースでも、少人数の演習に参加

し、法学・政治学の専門書を読み、議論を闘わせることになりま

す。こうしたコースワークに加えて、２人の指導教員の助言を受

けつつ、自分の選んだテーマに関する修士論文を書くことにな

ります。コースワークを終え、修士論文の審査に合格すると「修

士（法学）」の学位が授与されます。

　修士課程修了後、「専修コース」の学生は、民間企業や行政機

関などで法学・政治学の専門知識を活かした仕事に就くことが

想定されていますが、「研究者コース」の学生は、さらに３年間

の博士後期課程に進学することになります。博士後期課程でも、

コースワークはありますが、中心になるのは、なんといっても博

士論文の執筆です。膨大な文献を渉猟し、それらを乗り越える

新知見を示す博士論文を書くのです。博士論文の審査に合格す

ると、はれて「博士（法学）」の学位が授与されます。博士後期課

程修了後は、大学・研究所などで教育・研究に従事することが想

定されており、実際、数多くの修了生が全国各地の大学で教鞭

をとっています。

　なお、大学院法学府には、英語で授業を行い国際的に活躍す

る人材を養成する「国際コース」も設置されており、さまざまな

国からの留学生が英語による授業を受けています。もちろん、

日本人学生も「国際コース」に入学することが可能です。

　皆さんのなかには、すでに大学院進学を考えている人もいる

かもしれません。そうした人にとっては、大学院大学に入学する

ことは、たいへん有益でしょう。すでに学部段階で、大学院進学

を見越したプログラムが組まれているからです。とりわけ、英語、

ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語で書かれた文献を読む授

業の充実ぶりは、大学院大学ならではです。また、日本語だけで

なくさまざまな言語で書かれた膨大な専門書（約400万冊）が

所蔵されているため、いちはやく法学・政治学の専門的研究に

取り組むことも可能です。さらに、多くの大学院生と接する機会

が多いことも見逃せません。修士課程・博士後期課程で学んで

いる先輩たちと日常的に接することは皆さんの知的刺激となり、

学問への意欲をさらに高めてくれるでしょう。

　法学・政治学を学ぼうとしている皆さん。ぜひ大学院進学ま

で視野に入れたうえで、学部を選択してみてください。

「九州大学大学院法学府」の紹介

法学部
学士課程４年

法学府
修士課程２年

法務学府（法科大学院）
2年／３年

法学府
博士後期課程３年

民間企業・公務員等 大学・研究所等 法 曹
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国際交流

九大法学部で
世界を広げましょう！！

　アリゾナでの９ヶ月間を、

このスペースで語り尽くす

ことはできません。ですか

ら、ここでは少しだけ。楽し

かったアリゾナ生活の中か

ら、あえて、ちょっと辛かっ

たお話をしたいと思います。

考えてみたら、それが、留学

を体験した僕からみなさん

に向けて、一番伝えたいこ

とでした。

困っている人への想像力
　これまでみなさんの多くは、様々な場面で、「人に迷惑をかけるな」と教えら

れてきたことかと思います。けれども僕は、アメリカに留学して間もない頃、そ

の教えをどうしたって守ることができませんでした。

　アメリカでは授業中、グループディスカッションやグループワークを頻繁に

行います。聴くことも喋ることもままならない英語力しかない僕は、グループ

の中で足手まといになる日々を過ごしました。アメリカ人学生の中にポツン

と日本人の僕がいることに対する疎外感や、授業に対等に臨めない劣等感、

そして何よりも、グループに迷惑をかけているという申し訳なさは、周りのク

ラスメイトへの少しの怖れを生み、僕を彼らから遠ざけようとしていました。

　そんなときに、児童文学の授業で、絵本を２人組で読んでその内容をみん

なに発表するという活動がありました。他のグループがとっくに読み終わっ

て話し合っているのに、僕とクラスメイトはまだ話の真ん中辺り。僕と2人組

になったばかりに時間がかかっ

てしまう‥。ここでも、僕は迷惑

をかけていました。

　それでも、その女の子は優し

かったです。嫌そうな顔もせず、

僕が文を読み終わって理解す

るまで、１ページごと、気長に

待ってくれました。

　「いつアメリカに来たの？」

　「２週間前だよ。」

　「２週間しかいないのに英語上手だねー！」

なにかそんな風なことを言いながら、上手じゃないからこそ迷惑をかけてい

た僕を安心させようとしてくれたりもしました。聞けば、その子は高校時代、

少しの間日本に留学していたとのことでした。

　その授業の最後。真っさらな紙の真ん中に絵本の感想を書いて、それを左

側の人に回していくという活動をしました。みんながそれぞれの人の感想に

対する感想を書いていって、一周すれば20人のコメントがもらえる仕組みで

す。ここでも、僕のところで溜まっていく紙に焦りながらの作業だったけれど、

一人一人誠実にコメントしました。そうしてみんなを待たせながら、すべての

紙を渡し終え、一周し終わった自分の紙を手元に引き寄せました。みんなの、

僕への言葉。それはまるで、留学前に友達がくれた寄せ書きのようでした。そ

れから僕は他のクラスメイトにも気楽に話しかけることができたし、クラス

メイトからも話しかけてくれるようにもなりました。

　海外で生活をすると、日本で日本人として過ごしていると分からない、

「困ったこと」がやってきます。その原因が語学力であれ、何であれ、そのとき

あなたは、誰かに迷惑をかけざるをえないかもしれません。その瞬間の気持

ちを感じてほしいのです。そのとき誰かが、優しい手を差し伸べてくれるかも

しれません。その瞬間の気持ちもまた、感じてほしいのです。そこで芽生える

ものは、困っている人へ向かう想像力です。

　ぜひ、海外へ行って、帰ってきたら、日本に来

る留学生をサポートしてあげてくださいね。

p.s クラスメイトと読んだ思い出の絵本は

『Frederick』―Leo Lionni―です。素敵な絵本

ですので、ぜひ読んでみてください。大人になっ

てから読む絵本も、いいですよ。ちなみに、この

児童文学の授業のおかげで、僕は自分の将来の

方向性が決まりました。

　　交流協定と交換留学
　九州大学法学部・法学研究院は、独自の交流協定を世界の

大学・高等教育機関と結んでいます（表）。法学部の学生は、大学

間協定校に加えて法学部の交流協定校への交換留学がで
きます。また、これらの協定校から法学部へ毎年、交換留学生

がやってきて一緒に勉強し、大学生活を送っています。

　留学生との交流
　現在、法学研究院では大学院と学部を合わせて20カ国以上

の国から100名近くの留学生が学んでいます。この多様な留学

生を生活や学習の面からサポートするのがサポートチームで
す。サポートチームは多くの留学生が最初に出会う日本人の友

人でもあります。また、サポーターをすることで、日本にいなが

らにしてさまざまな国のあり方の一片に触れることができ、異

なる背景を超えたコミュニケーション能力を磨く機会ともなり

ます。毎年２回、法学部が開催する留学生パーティは日本人と

留学生の友好を深めるいい機会です。

　グローバル化した世界において、日本の大学でも国際化がどんどん進行しています。九州大学は、G３０（文部科学省が
打ち出した日本における国際化拠点大学プロジェクト）のひとつに選ばれて、全学的に国際化をさらに進展させています。
　その九州大学においても、法学部の国際化は他をリードするさまざまな取り組みを行っています。

　国際教育
　法学府（大学院）には日英両語による修士課程（BiP）、英語の

みによる法律系（LL.M）と政治学系（CSPA）の３つの国際修
士課程と、法律系の国際博士課程（LL.D）があります。もちろん
日本人学生も受験できます。これらの国際コースは、学部教育
の国際化にも一役買っています。
　「留学はしたいけどなんだか不安だ」という人は、まず九州

大学で提供されている英語による授業に参加することをお勧

めします。一般教養科目には留学生センターで実施されている

Japan in Today’s World（JTW）, Asia in Today’s World

（ATW）やASEAN in Today’s World（ASTW）があります。必

修の英語課目は多様なレベルと内容で、法学部学生それぞれ

のニーズと関心に応えられるように工夫されています。専門課

程に進んだら、法学府国際コースの授業を聴講してみましょう。

英語力を磨きながら留学の心構えをすることができます。

　このようにそれぞれの段階で提供されている国際教育をう

まく活用して交換留学を経験し、ひいては国際コースへの進学

も進路選択のひとつとすることもできるでしょう。

　国際コースでは授業のほかにも、その時々のトピックスを取

り上げた講演会やシンポジウムなどが数多く英語で開催され

ていて、法学部学生の参加も大歓迎です。

　いろいろな支援
　留学をするには国際的に認められている語学能力試験の
結果を提出することが求められるのが一般的です。たとえば英

語であれば、TOEFLやIELTSなどです。こうした語学能力試験の

受験を応援するために、法学部は、受験料の一部または全部を補

助する制度を提供しています。このような語学能力試験の結果

は、留学だけではなく、就職や社会活動にも活用できるものです。

　また、いざ交換留学が決まれば、航空運賃の一部補助を受
けられる制度もあります。

大学・学部 締結時期国名

（法学部）交換留学制度締結校

ティルブルグ大学法学部

レイキャビック大学・法学部

モナシュ大学　法、人文（政治）

ニューヨーク大学ロースクール

香港大学・法学部

華東政法大学(上海)

山東大学法学院(済南市)

西南政法大学(重慶市)

ボルドー政治学院

ボン大学法・経済学部

ハノーバー大学・法学部

レウヴェン・カトリック大学（大学院）

ブツェリウス法科大学院

トゥルク大学・法学部

ミュンスター大学・法学部

２００９年

２００４年

１９９６年

２００６年

２００１年

２００５年

２００６年

２００６年

２００７年

２００８年

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１３年

２０１３年

オランダ

アイスランド

オーストラリア

米国

中国

中国

中国

中国

フランス

ドイツ

ドイツ

ベルギー

ドイツ

フィンランド

ドイツ

留学体験記
【留学先】アメリカ

2014年法学部卒　西田　晋慈

　「大学生になったら、世界の色々なところに行ってみたいな。」「世界中

に友達が出来たら絶対楽しいだろうな。」と思っているそこのあなた！！

九州大学法学部にはその思いを実現する絶好の環境が整っています。

九州という地の利を生かし、特にアジア諸国の大学との友好関係には

目を見張るものがあります。現に、九州大学は文部科学省が力を入れて

取り組んでいる「大学の世界展開力強化事業」の採択大学の一つに選ば

れ、文科省のお手本用語を使えば、「国際的に活躍できるグローバル人

材」の育成大学としてその役割を担っています。噛み砕いて自分流に言

い直せば、将来「日本と世界を繋ぐ架け橋として活躍出来る人材」、と

いったところでしょうか。そして、その中でも法学部は特にこの事業に力

を入れており、現時点でフィリピンのアテネオ・デ・マニラ大学、シンガ

ポールのシンガポール国立大学、タイのチュラロンコン大学、そしてマ

レーシアのマラヤ大学、といった東南アジアを代表する名立たる有名

大学との交流の強化を図っています。実は、私もこの事業の第一回派遣

生としてシンガポール大学とチュラロンコン大学を訪れ、現地の大学生

と共に紛争管理論に関するプレゼンとワークショップを行いました。い

ずれの大学も、学生の質が非常に高く、議論の際も良い意味で好戦的

で、彼らからは国のトップ校の学生であるという自信と誇りがひしひし

と感じられました。これだけ聞くと何かお固いイメージを持つかもしれ

ませんが、ぶっちゃけかなり楽しいです！ワークショップが終わった後

には、皆で食事へ、観光へ。現地の学生たちや派遣メンバーの皆と楽し

い時間を共有出来ます。プログラム参加にかかる費用を大学と国が負

担してくれて、様々な国へ行ける！しかも現地の大学生の友人もたくさ

ん出来る！そして何より、準備期間や現地での発表と議論、帰国後の報

告を通して自分が多くのことを学べる！なんと素晴らしいプログラムで

しょうか。およそ10日間という短い期間であったものの、この派遣は私

の学生生活に大きな影響を与えることになりました。今年の夏から私

はシンガポール国立大学へ１セメスターの交換留学に行ってきます。「で

も東南アジアだけなの？」ご心配なさらず。決してそんなことはありませ

ん。九州大学法学部はヨーロッパにもアメリカにも、世界中の大学と交

流協定を結んでいます。そしてそれらを訪れるチャンスがキャンパスの

あちらこちらに転がっています。つまり自分さえ行動すれば、世界中の

どこにでも赴いて、勉強し知見を広め、友達を作り交流を深めることが

出来るのが九州大学法学部なのです。さあ、九州大学法学部に行きたく

なったあなた！これを読んだ今の気持ちを忘れずに！私達と一緒に世界

へ羽ばたきませんか？

【留学先】フィリピン、シンガポール、タイ、マレーシア

法学部４年　古屋　雄貴

国際交流と国際教育
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国際交流

九大法学部で
世界を広げましょう！！

　アリゾナでの９ヶ月間を、

このスペースで語り尽くす

ことはできません。ですか

ら、ここでは少しだけ。楽し

かったアリゾナ生活の中か

ら、あえて、ちょっと辛かっ

たお話をしたいと思います。

考えてみたら、それが、留学

を体験した僕からみなさん

に向けて、一番伝えたいこ

とでした。

困っている人への想像力
　これまでみなさんの多くは、様々な場面で、「人に迷惑をかけるな」と教えら

れてきたことかと思います。けれども僕は、アメリカに留学して間もない頃、そ

の教えをどうしたって守ることができませんでした。

　アメリカでは授業中、グループディスカッションやグループワークを頻繁に

行います。聴くことも喋ることもままならない英語力しかない僕は、グループ

の中で足手まといになる日々を過ごしました。アメリカ人学生の中にポツン

と日本人の僕がいることに対する疎外感や、授業に対等に臨めない劣等感、

そして何よりも、グループに迷惑をかけているという申し訳なさは、周りのク

ラスメイトへの少しの怖れを生み、僕を彼らから遠ざけようとしていました。

　そんなときに、児童文学の授業で、絵本を２人組で読んでその内容をみん

なに発表するという活動がありました。他のグループがとっくに読み終わっ

て話し合っているのに、僕とクラスメイトはまだ話の真ん中辺り。僕と2人組

になったばかりに時間がかかっ

てしまう‥。ここでも、僕は迷惑

をかけていました。

　それでも、その女の子は優し

かったです。嫌そうな顔もせず、

僕が文を読み終わって理解す

るまで、１ページごと、気長に

待ってくれました。

　「いつアメリカに来たの？」

　「２週間前だよ。」

　「２週間しかいないのに英語上手だねー！」

なにかそんな風なことを言いながら、上手じゃないからこそ迷惑をかけてい

た僕を安心させようとしてくれたりもしました。聞けば、その子は高校時代、

少しの間日本に留学していたとのことでした。

　その授業の最後。真っさらな紙の真ん中に絵本の感想を書いて、それを左

側の人に回していくという活動をしました。みんながそれぞれの人の感想に

対する感想を書いていって、一周すれば20人のコメントがもらえる仕組みで

す。ここでも、僕のところで溜まっていく紙に焦りながらの作業だったけれど、

一人一人誠実にコメントしました。そうしてみんなを待たせながら、すべての

紙を渡し終え、一周し終わった自分の紙を手元に引き寄せました。みんなの、

僕への言葉。それはまるで、留学前に友達がくれた寄せ書きのようでした。そ

れから僕は他のクラスメイトにも気楽に話しかけることができたし、クラス

メイトからも話しかけてくれるようにもなりました。

　海外で生活をすると、日本で日本人として過ごしていると分からない、

「困ったこと」がやってきます。その原因が語学力であれ、何であれ、そのとき

あなたは、誰かに迷惑をかけざるをえないかもしれません。その瞬間の気持

ちを感じてほしいのです。そのとき誰かが、優しい手を差し伸べてくれるかも

しれません。その瞬間の気持ちもまた、感じてほしいのです。そこで芽生える

ものは、困っている人へ向かう想像力です。

　ぜひ、海外へ行って、帰ってきたら、日本に来

る留学生をサポートしてあげてくださいね。

p.s クラスメイトと読んだ思い出の絵本は

『Frederick』―Leo Lionni―です。素敵な絵本

ですので、ぜひ読んでみてください。大人になっ

てから読む絵本も、いいですよ。ちなみに、この

児童文学の授業のおかげで、僕は自分の将来の

方向性が決まりました。

　　交流協定と交換留学
　九州大学法学部・法学研究院は、独自の交流協定を世界の

大学・高等教育機関と結んでいます（表）。法学部の学生は、大学

間協定校に加えて法学部の交流協定校への交換留学がで
きます。また、これらの協定校から法学部へ毎年、交換留学生

がやってきて一緒に勉強し、大学生活を送っています。

　留学生との交流
　現在、法学研究院では大学院と学部を合わせて20カ国以上

の国から100名近くの留学生が学んでいます。この多様な留学

生を生活や学習の面からサポートするのがサポートチームで
す。サポートチームは多くの留学生が最初に出会う日本人の友

人でもあります。また、サポーターをすることで、日本にいなが

らにしてさまざまな国のあり方の一片に触れることができ、異

なる背景を超えたコミュニケーション能力を磨く機会ともなり

ます。毎年２回、法学部が開催する留学生パーティは日本人と

留学生の友好を深めるいい機会です。

　グローバル化した世界において、日本の大学でも国際化がどんどん進行しています。九州大学は、G３０（文部科学省が
打ち出した日本における国際化拠点大学プロジェクト）のひとつに選ばれて、全学的に国際化をさらに進展させています。
　その九州大学においても、法学部の国際化は他をリードするさまざまな取り組みを行っています。

　国際教育
　法学府（大学院）には日英両語による修士課程（BiP）、英語の

みによる法律系（LL.M）と政治学系（CSPA）の３つの国際修
士課程と、法律系の国際博士課程（LL.D）があります。もちろん
日本人学生も受験できます。これらの国際コースは、学部教育
の国際化にも一役買っています。
　「留学はしたいけどなんだか不安だ」という人は、まず九州

大学で提供されている英語による授業に参加することをお勧

めします。一般教養科目には留学生センターで実施されている

Japan in Today’s World（JTW）, Asia in Today’s World

（ATW）やASEAN in Today’s World（ASTW）があります。必

修の英語課目は多様なレベルと内容で、法学部学生それぞれ

のニーズと関心に応えられるように工夫されています。専門課

程に進んだら、法学府国際コースの授業を聴講してみましょう。

英語力を磨きながら留学の心構えをすることができます。

　このようにそれぞれの段階で提供されている国際教育をう

まく活用して交換留学を経験し、ひいては国際コースへの進学

も進路選択のひとつとすることもできるでしょう。

　国際コースでは授業のほかにも、その時々のトピックスを取

り上げた講演会やシンポジウムなどが数多く英語で開催され

ていて、法学部学生の参加も大歓迎です。

　いろいろな支援
　留学をするには国際的に認められている語学能力試験の
結果を提出することが求められるのが一般的です。たとえば英

語であれば、TOEFLやIELTSなどです。こうした語学能力試験の

受験を応援するために、法学部は、受験料の一部または全部を補

助する制度を提供しています。このような語学能力試験の結果

は、留学だけではなく、就職や社会活動にも活用できるものです。

　また、いざ交換留学が決まれば、航空運賃の一部補助を受
けられる制度もあります。

大学・学部 締結時期国名

（法学部）交換留学制度締結校

ティルブルグ大学法学部

レイキャビック大学・法学部

モナシュ大学　法、人文（政治）

ニューヨーク大学ロースクール

香港大学・法学部

華東政法大学(上海)

山東大学法学院(済南市)

西南政法大学(重慶市)

ボルドー政治学院

ボン大学法・経済学部

ハノーバー大学・法学部

レウヴェン・カトリック大学（大学院）

ブツェリウス法科大学院

トゥルク大学・法学部

ミュンスター大学・法学部

２００９年

２００４年

１９９６年

２００６年

２００１年

２００５年

２００６年

２００６年

２００７年

２００８年

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１３年

２０１３年

オランダ

アイスランド

オーストラリア

米国

中国

中国

中国

中国

フランス

ドイツ

ドイツ

ベルギー

ドイツ

フィンランド

ドイツ

留学体験記
【留学先】アメリカ

2014年法学部卒　西田　晋慈

　「大学生になったら、世界の色々なところに行ってみたいな。」「世界中

に友達が出来たら絶対楽しいだろうな。」と思っているそこのあなた！！

九州大学法学部にはその思いを実現する絶好の環境が整っています。

九州という地の利を生かし、特にアジア諸国の大学との友好関係には

目を見張るものがあります。現に、九州大学は文部科学省が力を入れて

取り組んでいる「大学の世界展開力強化事業」の採択大学の一つに選ば

れ、文科省のお手本用語を使えば、「国際的に活躍できるグローバル人

材」の育成大学としてその役割を担っています。噛み砕いて自分流に言

い直せば、将来「日本と世界を繋ぐ架け橋として活躍出来る人材」、と

いったところでしょうか。そして、その中でも法学部は特にこの事業に力

を入れており、現時点でフィリピンのアテネオ・デ・マニラ大学、シンガ

ポールのシンガポール国立大学、タイのチュラロンコン大学、そしてマ

レーシアのマラヤ大学、といった東南アジアを代表する名立たる有名

大学との交流の強化を図っています。実は、私もこの事業の第一回派遣

生としてシンガポール大学とチュラロンコン大学を訪れ、現地の大学生

と共に紛争管理論に関するプレゼンとワークショップを行いました。い

ずれの大学も、学生の質が非常に高く、議論の際も良い意味で好戦的

で、彼らからは国のトップ校の学生であるという自信と誇りがひしひし

と感じられました。これだけ聞くと何かお固いイメージを持つかもしれ

ませんが、ぶっちゃけかなり楽しいです！ワークショップが終わった後

には、皆で食事へ、観光へ。現地の学生たちや派遣メンバーの皆と楽し

い時間を共有出来ます。プログラム参加にかかる費用を大学と国が負

担してくれて、様々な国へ行ける！しかも現地の大学生の友人もたくさ

ん出来る！そして何より、準備期間や現地での発表と議論、帰国後の報

告を通して自分が多くのことを学べる！なんと素晴らしいプログラムで

しょうか。およそ10日間という短い期間であったものの、この派遣は私

の学生生活に大きな影響を与えることになりました。今年の夏から私

はシンガポール国立大学へ１セメスターの交換留学に行ってきます。「で

も東南アジアだけなの？」ご心配なさらず。決してそんなことはありませ

ん。九州大学法学部はヨーロッパにもアメリカにも、世界中の大学と交

流協定を結んでいます。そしてそれらを訪れるチャンスがキャンパスの

あちらこちらに転がっています。つまり自分さえ行動すれば、世界中の

どこにでも赴いて、勉強し知見を広め、友達を作り交流を深めることが

出来るのが九州大学法学部なのです。さあ、九州大学法学部に行きたく

なったあなた！これを読んだ今の気持ちを忘れずに！私達と一緒に世界

へ羽ばたきませんか？

【留学先】フィリピン、シンガポール、タイ、マレーシア

法学部４年　古屋　雄貴

国際交流と国際教育



■進学（2011　2013）

卒業生就職先と進学者数
就職・進学について

■就職先（2011　2013）

地方公務員
福岡市（22）　福岡県（14）　熊本県（7）　鹿児島市（5）　大分市（5）　長崎県（5）　熊本市（4）　
島根県（4）　久留米市（3）　佐賀市（3）　広島市（3）　大分県（3）　春日市（2）　宮崎県（2）　
鹿児島県（2）　下関市　佐世保市　東広島市　佐賀県　鳥取県　沖縄県　

裁判所（14）　厚生労働省（3）　福岡国税局（3）　福岡法務局（3）　内閣府（2）　総務省（2）
福岡地方検察庁（2）　法務省　財務省　国土交通省　門司税関　福岡入国管理局　会計検査院

NTTデータ（2）　日本放送協会　NTTデータ九州　インフォテクノ朝日　毎日新聞社　RKB毎日放送　
福岡放送　テレビ愛媛

三菱電機（5）　日立製作所（3）　東芝（2）　住友電気工業　富士通　シャープ　池上通信機

トヨタ自動車九州（4）　トヨタ自動車（2）　大島造船所（2）　三菱自動車　本田技研工業

九州電力（4）　電源開発　中国電力

IHI（2）　新日鉄住金　吉川工業

ミスターマックス（2）　西松屋チェーン　阪急阪神百貨店　三菱商事　双日　ヨドバシカメラ
クオカプランニング　博多大丸

西日本鉄道（4）　スターフライヤー　山九　郵船ロジスティクス　宮崎交通

英進館（2）　熊本大学　九州大学　花王　日本政府観光局　電通九州　城山観光

東京海上日動火災保険（12）　福岡銀行（7）　西日本シティ銀行（7）　住友生命保険（5）　りそな銀行（4）　
三菱東京UFJ銀行（4）　ゆうちょ銀行（4）　日本政策金融公庫（3）　大和証券（3）　明治安田生命保険（3）
損害保険ジャパン（3）　三菱UFJ信託銀行（2）　九州労働金庫（2）　三井住友信託銀行（2）　
農林中央公庫（2）　SMBC日興証券（2）　日本銀行　三井住友銀行　みずほフィナンシャルグループ
日本生命保険　鹿児島銀行　商工組合中央金庫

国家公務員

金融・保険

電気・ガス

鉄鋼・機械

商社・小売業

運輸・サービス

大学院（36）
ロースクール（九州大学法科大学院53, その他の法科大学院30）進　学

情報・通信

電気機器

輸送機器

本学部の卒業生の代表的な就職先の近況と進学者数をまとめてみました。

▲
▲

日本たばこ産業（2）　カゴメ　三幸製菓　コカ・コーラウエスト食品

その他

業　種 就職先　[( )内の数字は就職人数,数字のない企業は1人]

　就職を希望する学生は、九州内外を問わず、有力民間企

業に就職し、あるいは国家公務員ないし地方公務員とな

る人が多いです。法学部では、就職相談から、インターン

シップ、就職ガイダンス、就職支援講演会、あるいは学修

支援など、多くのチャンスを提供しています。また、法学部

にキャリアデザイン専門の部署を設置し、学部として全面

的にバックアップしています。ゼミの先生を中心に教職員

一同、みなさん一人ひとりのサポートを行っています。小

さなことでも分からないことはどしどし尋ねて、是非こう

したシステムを積極活用してください。

進学状況ならびに支援体制 就職状況ならびに支援体制

　近年、法科大学院（ロースクール）へ進学し、法曹を目指

す人たちが多くなっています。ロースクールは「専門職大

学院」で、修了後は「法務博士」の称号を得ることができま

す。適性試験、入学試験から、入学後の勉強、さらに「新司

法試験」、また合格後も司法研修所での修養と、長期にわ

たる勉強が必要ですが、法学部ではロースクール進学を

見据えたサポートを低学年時より行っています。多くの先

輩が現にロースクールへと進学し、法曹資格を取得して

います。さらに研究を志す人には、研究大学院修士課程、

博士後期課程への進学のため、ゼミや勉強会を中心とし

たサポートを行っています。

　九州大学における学生の就職支援は、「学務部キャリアサポート課」という部署が担当しています。「学務部キャリアサポート
課」では、全学的な学生の就職活動をサポートするために、就職情報室の運営、就職相談の実施、求人情報提供、就職支援イベ

ントの開催等の就職支援業務を行なっています。

　一方、法学部の求人情報、学校（教授）推薦等、学生のより身近な情報の提供については、法学部学生係で担当しています。

　また法学部では、「法学部キャリアデザイン委員会」を設置して学生の就職支援に関する様々な取り組みを行っています。昨

年度は、以下のようなイベントを開催しました。

①「法学部業界研究会」

②「法学部企業セミナー」
（2013年は12月9日～18日開催）

③「個別説明会」

　さまざまな業種の企業さんに参加して頂き、各業界の説明をしまし

た。２日間開催し、参加学生は法学部以外の学生を含み、各日50名程度

でした。

参加企業：東京海上日動火災保険、安川電機、商船三井、日本損害保険

協会、九州電力、みずほフィナンシャルグループ

　来年度の卒業予定者を対象（留学生含む）に、法学部において「法学部

企業セミナー」を開催しました。2013年度の参加企業は、三菱UFJ信託

銀行、富士フイルム、三菱ガス化学、東芝、西日本旅客鉄道、トヨタ自動車、

東京海上日動火災保険、帝人、ふくおかフィナンシャルグループ、IHI、

鹿島、みずほフィナンシャルグループ、新日鐵住金、三井住友信託銀行、

関西電力、トクヤマ、損害保険ジャパン・日本興亜損保、AGC旭硝子、安川

電機、トヨタ自動車九州の20社です。それぞれの企業の説明や法学部の

内定者の就職活動の体験談などを披露しました。

　本格的な採用段階の一歩としての「会社説明会」「中央省庁説明会」も法学部で開催しています。

2013年度は、総務省、厚生労働省、警察庁、参議院法制局、財務省、防衛省の説明会を開催しました。ま

た、福岡労働局の「知って役立つ労働法」の説明会も開催しました。

④「模擬面接指導」 　ビジネスマナーの基本やエントリーシートの書き方のポイントなどを紹介する「模擬面接指導」

を行いました。
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■進学（2011　2013）

卒業生就職先と進学者数
就職・進学について

■就職先（2011　2013）

地方公務員
福岡市（22）　福岡県（14）　熊本県（7）　鹿児島市（5）　大分市（5）　長崎県（5）　熊本市（4）　
島根県（4）　久留米市（3）　佐賀市（3）　広島市（3）　大分県（3）　春日市（2）　宮崎県（2）　
鹿児島県（2）　下関市　佐世保市　東広島市　佐賀県　鳥取県　沖縄県　

裁判所（14）　厚生労働省（3）　福岡国税局（3）　福岡法務局（3）　内閣府（2）　総務省（2）
福岡地方検察庁（2）　法務省　財務省　国土交通省　門司税関　福岡入国管理局　会計検査院

NTTデータ（2）　日本放送協会　NTTデータ九州　インフォテクノ朝日　毎日新聞社　RKB毎日放送　
福岡放送　テレビ愛媛

三菱電機（5）　日立製作所（3）　東芝（2）　住友電気工業　富士通　シャープ　池上通信機

トヨタ自動車九州（4）　トヨタ自動車（2）　大島造船所（2）　三菱自動車　本田技研工業

九州電力（4）　電源開発　中国電力

IHI（2）　新日鉄住金　吉川工業

ミスターマックス（2）　西松屋チェーン　阪急阪神百貨店　三菱商事　双日　ヨドバシカメラ
クオカプランニング　博多大丸

西日本鉄道（4）　スターフライヤー　山九　郵船ロジスティクス　宮崎交通

英進館（2）　熊本大学　九州大学　花王　日本政府観光局　電通九州　城山観光

東京海上日動火災保険（12）　福岡銀行（7）　西日本シティ銀行（7）　住友生命保険（5）　りそな銀行（4）　
三菱東京UFJ銀行（4）　ゆうちょ銀行（4）　日本政策金融公庫（3）　大和証券（3）　明治安田生命保険（3）
損害保険ジャパン（3）　三菱UFJ信託銀行（2）　九州労働金庫（2）　三井住友信託銀行（2）　
農林中央公庫（2）　SMBC日興証券（2）　日本銀行　三井住友銀行　みずほフィナンシャルグループ
日本生命保険　鹿児島銀行　商工組合中央金庫

国家公務員

金融・保険

電気・ガス

鉄鋼・機械

商社・小売業

運輸・サービス

大学院（36）
ロースクール（九州大学法科大学院53, その他の法科大学院30）進　学

情報・通信

電気機器

輸送機器

本学部の卒業生の代表的な就職先の近況と進学者数をまとめてみました。

▲
▲

日本たばこ産業（2）　カゴメ　三幸製菓　コカ・コーラウエスト食品

その他

業　種 就職先　[( )内の数字は就職人数,数字のない企業は1人]

　就職を希望する学生は、九州内外を問わず、有力民間企

業に就職し、あるいは国家公務員ないし地方公務員とな

る人が多いです。法学部では、就職相談から、インターン

シップ、就職ガイダンス、就職支援講演会、あるいは学修

支援など、多くのチャンスを提供しています。また、法学部

にキャリアデザイン専門の部署を設置し、学部として全面

的にバックアップしています。ゼミの先生を中心に教職員
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輩が現にロースクールへと進学し、法曹資格を取得して

います。さらに研究を志す人には、研究大学院修士課程、
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参加企業：東京海上日動火災保険、安川電機、商船三井、日本損害保険

協会、九州電力、みずほフィナンシャルグループ

　来年度の卒業予定者を対象（留学生含む）に、法学部において「法学部

企業セミナー」を開催しました。2013年度の参加企業は、三菱UFJ信託

銀行、富士フイルム、三菱ガス化学、東芝、西日本旅客鉄道、トヨタ自動車、

東京海上日動火災保険、帝人、ふくおかフィナンシャルグループ、IHI、

鹿島、みずほフィナンシャルグループ、新日鐵住金、三井住友信託銀行、

関西電力、トクヤマ、損害保険ジャパン・日本興亜損保、AGC旭硝子、安川

電機、トヨタ自動車九州の20社です。それぞれの企業の説明や法学部の

内定者の就職活動の体験談などを披露しました。

　本格的な採用段階の一歩としての「会社説明会」「中央省庁説明会」も法学部で開催しています。

2013年度は、総務省、厚生労働省、警察庁、参議院法制局、財務省、防衛省の説明会を開催しました。ま

た、福岡労働局の「知って役立つ労働法」の説明会も開催しました。

④「模擬面接指導」 　ビジネスマナーの基本やエントリーシートの書き方のポイントなどを紹介する「模擬面接指導」

を行いました。
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卒業生座談会

座 談 会
九州大学法学部の卒業生は、世界各地や日本中のいろいろな業界
で活躍しています。ここでは、2008年度卒業生のうち福岡在住の
方に集まってもらい、大学時代の思い出や高校生に伝えたいこと
などを、自由に語り合っていただきました。

座談会出席者

2008年卒業 安藤雄一郎 福岡県庁

浦川　雄基 弁護士（明倫国際法律事務所）

大塚　祐弥 弁護士（鴻和法律事務所）

近藤　良子 昭和シェル石油㈱

城　　真弓 朝日新聞社㈱

司会 沖　祐太郎 九州大学法学府博士課程３年生

参加学生 堀　伸次朗 法学部４年生

櫻木　頌子 法学部３年生

吉田　愛里 法学部３年生

吉田　浩亮 法学部３年生

押田　育美 法学部２年生

百枝　洋平 法学部２年生

コーディネート 南野　　森 法学部教員

（2013年7月現在）

  櫻木  今どのようなお仕事をされていますか？

大塚	 私は鴻和法律事務所で働いています。まだ弁護士になっ

て2年目ですので、専門分野が確立しているわけではな

いのですが、取扱事件の種類としては、病院側の医療過

誤事件のほか、相続や離婚などの家事事件、一般民事事

件が多いですね。

浦川	 私も弁護士2年目で、明倫国際法律事務所で働いていま

す。私たちの事務所の代表弁護士が知的財産法を専門

としているので、知的財産関係の事案を中心に扱ってい

ます。また、個人としては知的財産以外に、刑事訴訟の方

にも力を入れて取り組んでいます。

安藤	 私は福岡県庁に勤めており、今年で6年目になります。県

庁では、これまでに3つの職場を経験しており、はじめは

教育委員会、次が福祉事務所、そして現在はシステム管

理課でパソコン関係の仕事をしています。

近藤	 私は昭和シェル石油株式会社で働いています。石油と言

うと、ガソリンスタンドがまず思い浮かぶと思いますが、

私の仕事は、工場や、トラックのエンジンオイルのよう

な潤滑油を扱っていて、技術営業のような、理系に近い

仕事をしています。正直、ちょっと法学部とはあまり関係

ない仕事ですね（笑）。

城	 私は朝日新聞社で記者をしています。最初は鹿児島に赴

任して、次に大分、今年の春からは福岡で働いています。

福岡に来てからは高校野球の記事を担当しています。も

うすぐ開幕する福岡県大会を取材する予定です。

沖	 私は現在、九州大学の博士課程の3年目です。皆さんと

は違って大学に残って勉強して5年目です。国際法分野

で、歴史を専門に勉強しています。

  吉田(浩)  法学部の勉強で、現在役立っていると
　　　　 感じることは何ですか？

大塚	 法学部ではまず、憲法、民法、刑法といった法律科目を学

びますよね。その中で、生活の中で紛争などが起きると、

民法が基礎になってきますので、実務家となった現在で

も学部時代の民法の素養は大事な基礎になっています。

安藤	 法学部での勉強は、法文を読んだり、教科書を読んだり、

論文を読んだり…、と『読む』ことが中心ですので、とに

かく読む力がついたと思います。行政職の公務員として、

様々な行政法規を解釈し、運用していくのが主な仕事に

なります。特に行政法規は読みにくい法文ですので、これ

らを読む際にも、やはり法文を読み慣れているか否か

では大きく差が出てきますね。

城	 私は民間就職だったので、法学部での勉強が直接活か

せるわけではありません。ただ、法律や法文を読むこと

に対するアレルギーがなくなったのは１つの強みです

ね。 “とっかかり”として将来のために法律を学ぶのは

決して意味がないことではないと思います。

  押田  ‌�大学生活で楽しかったことや夢中になった
ことは何ですか？また、現在の仕事に就こう
と思ったきっかけなどを教えてください。

大塚	 大学生活で楽しかったことは、ゼミやサークルに打ち込

んだことですね。ゼミは南野先生（憲法）と赤松先生（民

法）のゼミに入っていましたが、私のいた代の南野ゼミ

では、ロースクールに進学して弁護士を志望する人は少
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ましたね。サークルにも入らないで、あとは最低でも２

つはアルバイトをかけもちして、お金を稼いでは海外旅

行に行っていました。今になってみると、本当に学費が

もったいなかったです（笑）。いつこの仕事に就きたいか

と思ったかというと、高校生のとき「9.11」テロを見た

ときですね。あの時は、飛行機の映像と一緒にそのまま

英語が流れていて、内容はわからなかったのに、ただ映

像だけであんなにも引きつけられたことが印象に残っ

ています。それで、報道のテレビ関係に興味を持ったの

ですが、大学時代に西南学院大学と合同のマスコミ志望

者向けの授業でインターンシップに参加したとき、ク

ルー単位で行動するテレビ関係よりも記者の方が人と

のつきあい方が自分に合っていると思って。

沖	 自分は大学2年の時に1年間休学し、留学でエジプトに

行きました。偶然とったイスラム政治の授業に興味を

持ってから、その教授に留学を勧められたのがきっか

けですね。そんな風に自分に留学を勧めてくれる人に

出会えたことが、大学生活で一番良かったと思うことで

すね。留学を終えて帰ってきてからも、イスラムの歴史

や国際法を学んでいます。あとは、九州大学みたいな大

きな総合大学は、他の学部の授業が受けられるので、よ

く潜り込んで授業を受けていました。大学生の時には、

本当に自分が興味を持つことのできる、自分の好きなこ

とをやってもいいんじゃないかと。自分は他の人とは変

わった進路に進んだけど、どの道を進んでも間違いでは

ないと思います。

  吉田(愛)  ‌�卒業後の九大生どうしのつながりはあり
ますか？

大塚	 大学時代に出会った仲間っていうのは社会人になって

からも定期的に集まって飲んだりしますね。なんといっ

てもゼミやサークルで人脈が広がりました。ゼミの仲間

は現在、弁護士や公務員、そして民間に就職した人と

様々な人がいるので、他分野の方の話を聞くことで非常

数で、公務員や民間企業など他分野に進んだ人も多く、

いろいろな人と知り合えました。サークルではフットサ

ルをやっていて、そこでも友達とたくさん旅行に行きま

したし。高校と違って興味あることに集中できたのと、

人脈を広く得られたのはとてもよかったと思います。

安藤	 今でも大学時代に戻りたいなあと思っています。という

のも、自由な時間があるのは大学生ならではで、自分の

やりたいことがやれるからです。どんな進路に進むにせ

よ、社会人になると、自分の都合だけ考える訳にはいか

ないので。自分が大学生のときは、塾講師やゲームセン

ターなど様々なアルバイトに励んで、そこでは、大学では

出会わないような様々な目標を持つ人たちと関わるこ

とができ、自分の価値観を広げることができたかな。大

学生の時期に人脈を広げて、様々な視点を身につける

ことは大事なことだと思います。

浦川	 大学生活はとにかく時間がありました。私は旅行にも

行ったし、よく《宅飲み》もしました。経営政策委員会と

いう団体に参加して、福岡２区補選の公開討論会を開催

したり、その他にも他大学との学生らと一緒に福岡オリ

ンピックの招致にも関わったりしました。いつ弁護士を

目指し始めたかといえば、高校の時いとこに「ちゃんと

将来の目標を決めておかないと、大学でちゃらんぽら

んになるぞ」と言われて、ひとまず弁護士になろうと決

めました。そして、大学のサークルでは弁護士の仕事を

実際に見ることのできる法律相談部に入っていたので

すが、その相談者の方を大学まで送迎する係をやってい

て、来るときには暗い顔だった相談者さんが、弁護士へ

の相談を終えて帰るときには明るい顔になって帰って

いくのを見て、こんな風に人を助けられる仕事はやりが

いがあると感じてから真剣に勉強に打ち込むようにな

りました。

近藤	 私は弓道部に入っていました。安藤さんと同じで、私も

とくに何かになりたいっていう目標はなくて、法学部に

入ったのも、就職につぶしがきくっていわれたからでし

た。授業も単位が取れればいいなってくらいでしたね。

大学で何か一つやり遂げたってことが欲しいなと思っ

たので、弓道部に入りました。

城	 私も安藤さんと同じでした。はじめは大学院に行くつも

りでしたが、必要最低限の単位を取る勉強だけをしてい
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田中（孝）准教授【行政法】
田中孝男
『住民監査請求制度の危機と課題』
公人の友社、2013年10月５日発行

木村教授【政治学史】
木村俊道
『文明と教養の〈政治〉
―近代デモクラシー以前の政治思想』
講談社選書メチエ、2013年10月10日発行

七戸教授【民法】
七戸克彦
『基本講義物権法１
／総論・占有権・所有権・用益物権』
新世社、2013年12月10日発行

武内准教授【少年法】
武内謙治
『少年司法における保護の構造
―適正手続・成長発達権保障と
少年司法改革の展望』
日本評論社、2014年３月20日発行

南野教授【憲法】
内山奈月＝南野 森
『憲法主義
―条文には書かれていない本質』
PHP研究所、2014年７月29日発行

九大法教員の主な近著

九州大学法学部の研究・教育内容などで不明な点は、貝塚地区
事務部教務課学生第三係（法学部担当）にお問い合せください。

九大法HPでも随時紹介しています。

岡崎教授【政治理論】
木村教授【政治学史】
嶋田准教授【行政学】
岡崎晴輝＝木村俊道（編）
『はじめて学ぶ政治学
―古典・名著への誘い』
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に刺激になります。自分の知らない世界が広がるという

意味で、高校時代とは違う良さがあり、大学時代は非常

にいい時間を過ごせたかなと思います。

安藤	 浦川君とは今でも2ヶ月に一回くらいは会っています

よ。学部時代も仲は良かったですが、特に卒業してから、

友人が全国各地に散らばっているなか、福岡で会えるこ

との喜びみたいなのがあって、そういうつながりを大事

にしようと感じますね。

城	 ヨコじゃなくてタテのつながりもありますよ。今の仕事

をしていると、いろいろな場所に行ってそこで人脈を作

らなくちゃいけないのですが、取材先で九大卒の人が

いるからということで会食の場を設定してもらったり、

あとはたまたま取材していると、『あっ、あなたも九大で

すか？』ってことで親近感を持ってもらえたりっていう

のも結構ありました。こういった機会が多いのは、大き

な大学だからこそですね。そういう意味では、社会に出

ても九大というつながりを持つことができるのは素晴

らしいと思います。

近藤	 私も会社に入ってから九大出身の方と出会う機会があ

りますが、その方々に共通して持つ印象が、とにかく真

面目にコツコツできて、信頼できる人が多いということ

です。本当に交流を広めて、九大生どうしでもいろんな

人と関わってほしいと思います。そのつながりが社会に

出たらきっと大きな財産になるはずです。大学生活は信

頼できる人と関わりあえる機会なので、ぜひ密に関わっ

ていただきたいな、と思います。

  百枝  ‌�それでは最後に高校生に向けてメッセー
ジをお願いします。

大塚	 今思うと、大学時代って一番自由な時間が多かったな

あと思います。その時間を自分のために使えるのが大学

時代の魅力だと思いますね。九大は総合大学なので沖

君のように他学部の授業も受けることが可能です。自分

の興味のある分野を学ぶことができるので九大に来た

らぜひ色んな事に挑戦してみてください。

安藤	 法学部だけでも同級生が200人もいるのでいろいろな

人と出会えます。加えて、サークルやアルバイトを通じ

て、先輩方や法学部以外の人、大学生以外の人とも接す

る機会が多いです。そうした出会いを通じて、一つの物

事についても様々な視点や価値観があることを知って

ください。

浦川	 私は『青は藍より出でて藍より青し』という言葉を座右

の銘としています。九大には良質な藍、つまり非常にい

い先生がそろっているので、先生たちから学ぶという姿

勢を大事にしてください。努力次第で先生たちを超える

こともできると思います。加えて、あえて悪い表現をする

なら、九大生は九州では「お山の大将」の地位に満足し

がちです。九大に入るまでは能力が高かったのに、入っ

た途端に努力をやめ、能力を錆びつかせてしまうのは

もったいないです。世間はもっと広いのですから、大学

に入ってからも、より上を目指して精進してください。

城	 東京の大学に行くか、地元の大学に行くかで迷っている

高校生も多いと思いますが、私は九大に来たほうが良

いと思います。九大でも良い勉強ができますし、「地方出

身」という経歴はある意味武器になります。努力次第で

「お山の大将」から脱することもできます。だからこそ大

学での4年間を有意義なものにしてください。

沖	 私も、大学に入った途端に勉強をやめてしまう学生が

多いと思います。1年目って何してもいいんですよ。他学

部の授業を受けるのもいいですし、背伸びして上級生が

受けている授業を受けるのもいいです。自分が面白いと

思える分野を探してみると楽しく勉強できると思いま

す。

（2013年６月25日、九州大学法科大学院附属リーガル・クリニック・
センターにて実施）
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